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は
じ
め
に

包
山
楚
簡
と
楚
国
の
情
報
伝
達
|
—
紀
年
と
社
会
シ
ス
テ
ム

『
戦
国
楚
簡
研
究

2
0

0

 5
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
38
号〉）

平
成
十
七
年
十
二
月

中
国
の
戦
国
時
代
は
、
秦
漢
統
一
国
家
が
形
成
さ
れ
る
重
要
な

時
期
で
あ
る
。
し
か
し
『
史
記
』
で
は
、
戦
国
秦
が
天
下
を
統
一

す
る
過
程
を
中
心
に
描
い
て
お
り
、
そ
の
他
の
諸
国
に
つ
い
て
は

秦
と
の
戦
争
や
外
交
な
ど
の
大
事
件
を
の
ぞ
い
て
、
国
内
の
社
会

構
造
に
関
す
る
記
事
が
き
わ
め
て
少
な
い
。
ま
た
『
戦
国
策
』
を

は
じ
め
諸
子
な
ど
の
文
献
は
、
そ
の
年
代
の
編
年
や
歴
史
像
の
復

元
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
文
献
に
よ
っ
て
、
諸
国
が

領
土
国
家
と
し
て
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
過
程
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
制
約
が
あ
る
（
注
l
)
0

こ
う
し
た
状
況
で
、
一
九
七

0
年
代
以
降
に
は
戦
国
時
代
の
古

墓
に
副
葬
さ
れ
た
資
料
が
増
加
し
、
そ
れ
は
と
く
に
戦
国
楚
簡
（
楚

一
五
ー
一
三
九
頁

系
文
字
）
と
秦
簡
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
『
史
記
』
『
戦
国

策
』
を
補
う
第
一
次
資
料
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
遣
策
や
卜
筵
祭
祷

簡
、
日
書
、
行
政
と
法
律
の
文
書
、
書
籍
な
ど
を
ふ
く
む
た
め
、

歴
史
学
や
思
想
史
の
分
野
で
考
察
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
（
注
2
)
0

し
か
し
古
墓
に
保
存
さ
れ
た
資
料
は
、
廿
粛
省
な
ど
の
辺
境
遺
跡

で
発
見
さ
れ
た
漢
簡
や
、
二
十
世
紀
末
か
ら
二
十
一
世
紀
に
か
け

て
湖
南
省
の
井
戸
で
発
見
さ
れ
た
秦
漢
、
三
国
時
代
の
簡
贖
資
料

と
く
ら
べ
て
、
出
土
状
況
の
違
い
が
問
題
と
な
る
（
注
3
)
。
し
た
が

っ
て
戦
国
楚
簡
と
秦
簡
は
、
た
だ
秦
代
以
前
の
文
字
資
料
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、
考
古
遺
物
と
し
て
の
性
格
を
位
置
づ
け
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
問
題
と
な
る
の
は
、
つ
ぎ
の
二
点
で
あ
る
。

一
、
古
墓
の
資
料
は
、
ど
の
よ
う
な
経
過
で
副
葬
さ
れ
、
そ

の
情
報
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

二
、
戦
国
楚
簡
に
は
、
楚
文
化
と
社
会
シ
ス
テ
ム
が
、
ど
の

藤

田

勝

久
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よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

こ
の
う
ち
戦
国
楚
簡
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
と
く
に
湖
北
省
荊

門
市
の
包
山
二
号
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
簡
（
包
山
楚
簡
）
で
あ
る

（注
4
)
。
な
ぜ
な
ら
包
山
楚
簡
は
、
そ
こ
に
懐
王
期
の
七
年
に
わ
た

る
大
事
紀
年
（
前
三
ニ
ニ

S
三
一
六
）
が
記
さ
れ
て
お
り
、
戦
国

中
期
の
年
代
が
推
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
楚
の

王
族
で
あ
っ
た
墓
主
の
名
前
と
、
墓
葬
の
遣
策
や
埋
葬
の
資
料
、

そ
の
墓
主
の
健
康
を
占
っ
た
卜
筵
祭
祷
簡
、
左
手
で
あ
っ
た
役
職

と
そ
の
内
容
な
ど
が
わ
か
る
と
い
う
き
わ
め
て
珍
し
い
ケ
ー
ス
で

あ
る
。
だ
か
ら
包
山
楚
簡
は
、
戦
国
楚
簡
の
性
格
を
知
る
基
準
に

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ま
で
包
山
楚
簡
は
、
釈
文
と
文
字
研
究
の
ほ
か
、
陳
偉
『
包

山
楚
簡
初
探
』
(
-
九
九
六
年
、
以
下
、
『
初
探
』
と
も
記
す
）
が

全
体
的
な
考
察
を
試
み
て
い
る
（
注
5
)
。
日
本
で
は
、
工
藤
元
男
氏

や
谷
口
満
、
廣
瀬
薫
雄
氏
な
ど
が
、
包
山
楚
簡
の
卜
筵
祭
祷
簡
や
、

文
書
簡
の
構
成
、
歴
史
地
理
と
訴
訟
制
度
な
ど
の
分
析
を
進
め
て

お
り
、
し
だ
い
に
楚
の
社
会
と
習
俗
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る

（注
6
)
0

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
包
山

楚
簡
の
検
討
を
通
じ
て
、
戦
国
楚
の
社
会
シ
ス
テ
ム
と
情
報
伝
達

の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た
い
と
お
も
う
。

楚
暦
と
卜
筵
祭
祷
簡

包
山
二
号
楚
墓
は
、
紀
南
城
の
北
か
ら
約
六
キ
ロ
に
位
置
し
、

封
土
を
も
つ
大
型
墓
で
あ
る
（
注
7
)
。
東
側
に
墓
道
が
あ
り
、
長
方

形
の
土
坑
は
東
西
三
四
•
四
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
一
・
九
メ
ー
ト

ル
、
深
さ
―
二
•
四
五
メ
ー
ト
ル
で
、
一
四
の
台
階
が
造
ら
れ
て

い
た
。
椰
室
は
、
長
さ
六
•
三
ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
・
ニ
六
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
三
・
一
メ
ー
ト
ル
で
、
五
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
中

室
に
は
、
三
重
の
木
棺
が
あ
り
、
周
囲
の
東
室
、
南
室
、
西
室
、

北
室
の
四
つ
に
は
、
副
葬
品
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。

包
山
楚
墓
の
構
造
に
対
応
す
る
竹
簡
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
位
置

に
あ
る
（
図
1
)
。

東
室
泊
逗
策
八
枚
（
「
臥
室
」
と
い
う
字
句
を
ふ
く
む
）

南
室
油
〗
策
一
三
枚
（
無
文
字
四
枚
）
、
竹
贖
一
枚

西
室
泣
追
策
六
枚
、
文
書
簡
一
枚
（
無
文
字
―
二
八
枚
）

北
室

i

卜
筑
祭
祷
簡
五
四
枚
（
無
文
字
三
枚
）
、
文
書
簡
一
九

六
枚
（
無
文
字
三
五
枚
）

つ
ま
り
墓
主
の
葬
儀
に
か
か
わ
る
遣
策
な
ど
は
、
東
室
と
南
室
、

西
室
に
分
散
し
て
入
れ
ら
れ
、
北
室
に
卜
窟
祭
祷
簡
と
文
書
簡
が

副
葬
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
西
室
で
は
、
銅
盤
の
上
に
文
書
簡
一

枚
と
、
無
文
字
の
竹
簡
―
二
八
枚
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
文

字
の
あ
る
竹
簡
は
二
七
八
枚
で
、
『
包
山
楚
簡
』
は
以
下
の
よ
う
に
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分
類
し
て
い
る
。

文
書
類
集
箸
一
三
枚
、
集
箸
言
五
枚
、
受
期
六
一
枚
、

一
三
枚
、
そ
の
他
九
四
枚

図 1 包山楚墓の楷造と竹簡

西Xx室遣策書，子• 簡(6枚）
北室： 00文卜箆書祭簡祷簡（有（有字字19564枚枚、、蕪血学字335枚枚）） 

（ 文有 1 枚） 毛筆、銅刻刀、木桶、竹席、龍首杖など

X文書,...子→ 簡
（無 128枚） 木棺： 東,.

〔頭部〕 X「 策室」( 8 枚） 

銅盤、兵器など 兵器、装飾品など

南室： 0遣韻策 （有1枚字 13枚、 無字4枚） 礼木桶器、、 木生剣活用な器ど0竹（）

兵器、車馬器、生活用器など

北

L
-

0紀年あり X紀年なし

疋
獄

卜
研
巫
祭
祷
記
録
云
五
四
枚
。
遣
策
ニ
―
七
枚
。
竹
贖
二
枚

た
だ
し
陳
偉
『
初
探
』
で
は
、
文
書
類
の
処
理
記
録
を
「
所
證
」

と
し
、
遣
策
一
枚
と
竹
贖
を
「
贈
書
」
と
す
る
な
ど
の
分
類
を
変

え
て
お
り
、
ま
た
配
列
に
も
少
し
違
い
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
包

山
楚
簡
』
の
簡
番
号
を
表
記
し
、
基
本
的
に
陳
偉
氏
の
分
類
と
配

列
に
従
う
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
改
め
た
字
が
あ
る
（
注
8
)
o

包
山
楚
簡
の
性
質
を
知
る
う
え
で
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
ト

筑
祭
祷
簡
で
あ
る
。
こ
れ
は
墓
主
の
職
務
や
健
康
を
占
っ
た
最
後

の
三
年
分
（
前
三
一
八

S
三
一
六
）
の
資
料
で
、
こ
こ
に
左
手
の

昭
詑
と
い
う
名
と
、
墓
主
が
昭
王
の
一
族
で
あ
る
こ
と
を
示
す
祭

祀
を
記
し
て
い
る
。
工
藤
元
男
氏
は
、
陳
偉
氏
な
ど
の
諸
説
を
整

理
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
基
本
形
式
と
し
て
い
る
（
注
9
)
0

《
第
一
次
占
卜
》

A
前
辞
~
「
以
事
紀
年
＋
楚
月
名
＋
干
支
日
」
、
貞
人
な
ど
の

記
述

B
命
辞
云
貞
問
の
事
柄
〔
陳
偉
氏
は
定
型
的
な
「
歳
貞
」
と
「
疾

病
貞
」
に
分
類
〕

c

占
辞
~
卜
筵
の
結
果
に
も
と
づ
く
判
断
の
辞

《
第
二
次
占
卜
》

D
命
辞
盗
R

一
次
占
辞
を
承
け
て
、
災
い
や
祟
り
を
解
除
す
る

方
法
を
貞
人
が
示
し
た
も
の

E
占
辞
公
叩
辞
で
提
案
さ
れ
た
祭
祷
案
な
ど
の
当
否
を
占
断
す

(117) 



る
も
の

こ
こ
で
は
卜
筑
祭
祷
簡
の
貞
人
が
、
墓
主
の
個
人
的
な
占
い
を

す
る
た
め
に
、
楚
国
の
紀
年
と
月
名
に
従
っ
て
記
載
し
て
い
る
。

つ
ま
り
A
前
辞
で
は
、
「
以
事
紀
年
＋
楚
月
名
」
の
形
式
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
は
楚
国
に
特
有
の
楚
暦
（
紀
年
と
月
名
）
と
み
な
さ

れ
て
い
る
（
注
lO)0

こ
れ
ま
で
楚
の
暦
法
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
年
代
は
楚
の
事
件

に
よ
る
「
大
事
紀
年
（
以
事
紀
年
）
」
の
形
式
で
、
楚
の
月
名
は
、

睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
の
記
載
と
あ
わ
せ
て
、
秦
暦
と
三
ヶ
月
の

ズ
レ
を
も
つ
こ
と
が
復
元
さ
れ
て
い
る
（
注
ll)°

し
た
が
っ
て
、
か

り
に
暦
の
算
出
方
法
が
他
国
と
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
楚
の
大
事
紀

年
と
月
名
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
楚
暦
は
楚
文
化
の

一
要
素
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ

の
楚
暦
は
貞
人
た
ち
が
作
成
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
墓
主
を
占
う
貞
人
は
、
個
人
的
な
内
容
を
占
い
な
が
ら
、

そ
れ
を
楚
国
の
暦
法
に
よ
っ
て
記
し
て
い
る
。

こ
れ
は
今
日
で
は
当
然
の
よ
う
で
あ
る
が
、
も
し
個
人
的
な
ト

蛮
で
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
国
家
の
暦
を
記
す
必
要
は
な
か
ろ
う
。

し
か
し
包
山
楚
簡
で
は
、
卜
筵
の
基
準
に
楚
暦
を
採
用
し
て
お
り
、

こ
れ
は
貞
人
た
ち
が
、
楚
王
朝
の
シ
ス
テ
ム
の
影
響
下
に
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
《
第
二
次
占
卜
》
に
区
分
さ
れ
た
D

命
辞
で
あ
る
。
影
浩
氏
は
、
こ
の
部
分
を
祷
辞
（
短
期
内
の
憂
い

を
解
除
す
る
た
め
、
鬼
神
に
祈
祷
し
、
加
護
や
賜
福
を
請
求
す
る

辞
）
と
し
た
が
、
李
零
氏
は
、
こ
れ
を
祷
辞
を
占
問
し
た
も
の
と

み
な
し
て
《
第
二
次
占
辞
》
の
な
か
に
組
み
入
れ
た
。
ま
た
池
澤

優
氏
も
、
こ
れ
を
《
第
二
次
占
辞
》
と
し
て
お
り
、
先
の
工
藤
氏

の
説
明
は
後
者
の
説
に
も
と
づ
い
て
い
る
（
注
12)
。
そ
の
一
例
は
、

以
下
の
よ
う
な
形
式
で
あ
る
。

A
東
周
之
客
許
経
帰
昨
於
萩
郡
之
歳
。
夏
尿
之
月
乙
丑
之
日
。

苛
嘉
以
長
前
為
左
手
詑
貞
。

B
出
内
侍
王
。
自
夏
尿
之
月
以

庚
集
歳
之
夏
尿
之
月
。
壺
集
2
1
6

歳
。
射
身
尚
母
有
咎
。

C

表 1 秦と楚の月名

秦月 楚月 ： 楚の月名

十月 正月

：：：： 匁屈援刑夕夷夕夕、、、、 冬屈遠荊〗暴屎‘ 
十一月 二月
十二月 三月
正月 四月
二月 五月

：； 紡夏犀月、 享夏月三月 六月
四月 七月 ：七月、 夕、夏索
五月 八月 ，八月
六月 九月 ：九月
七月 十月 ：麟十月
八月 十一月： 、奥月
九月 十二月：
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占
之
。
恒
貞
吉
。
少
有
憂
於
射
身
。
且
外
有
不
順
。
以
其
故

敗
之
。

D
畢
祷
楚
先
老
僅
・
祝
融
・
辮
熊
。
各
一
詳
。
思
攻

解
於
不
姑
。

E
苛
嘉
占
之
日
。
吉
。

2
1
7

（
卜
筵
祭
祷
簡
ニ
―
七
、

《
大
意
》

五
月
乙
丑
の
日
。
貞
人
の
苛
嘉
が
用
具
を
使
っ
て
左
手
の
昭

詑
の
た
め
に
貞
問
し
た
、
「
宮
廷
に
出
仕
し
て
王
に
侍
る
と
き
、

今
年
の
五
月
か
ら
翌
年
の
五
月
ま
で
一
年
の
間
に
、
身
に
災

い
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
。
こ
れ
を
占
う
と
「
恒
貞
吉
。
や

や
健
康
に
難
有
り
。
且
つ
外
に
不
順
有
り
」
と
出
た
。
災
い

を
払
い
祭
祷
す
る
た
め
に
祭
祀
を
提
案
す
る
。
楚
の
祖
先
の

老
僅
・
祝
融
・
辮
熊
を
規
定
に
よ
っ
て
祭
る
。
神
霊
に
祟
り

を
除
く
よ
う
求
め
る
。
苛
嘉
は
こ
れ
を
占
い
、
吉
と
出
た
。

そ
こ
で
卜
筵
祭
祷
簡
で
は
、
こ
の
祷
辞
に
み
え
る
祭
祀
（
鬼
神

や
祖
先
な
ど
）
を
、
だ
れ
が
計
画
し
、
あ
る
い
は
実
行
す
る
の
か

が
問
題
と
な
る
。
も
し
こ
の
祷
辞
を
、
貞
人
が
災
い
を
解
除
す
る

た
め
に
、
将
来
の
祭
祀
の
計
画
を
占
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の

祭
祀
は
貞
人
が
行
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
別
に
祭
祀
を
施
行
す

る
者
た
ち
が
い
て
、
そ
の
当
否
を
貞
人
が
占
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ

の
場
合
も
祭
祀
を
行
う
の
は
貞
人
で
は
な
い
。
そ
こ
で
卜
箆
祭
祷

簡
に
み
え
る
祭
祀
は
、
か
り
に
実
行
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は

貞
人
に
よ
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

一
八
簡
）

そ
れ
で
は
墓
主
の
卜
筵
を
改
善
す
る
祭
祀
は
、
だ
れ
が
実
行
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
墓
主
の
祖
父
で
あ
る
司
馬
子
音
の
祭
祀
は
、
攻

手
の
執
事
人
が
お
こ
な
っ
て
い
る
が
（
ニ
ニ
四
簡
）
、
楚
の
遠
祖
に

つ
い
て
は
、
楚
国
の
シ
ス
テ
ム
の
影
響
下
に
あ
る
祭
祀
を
担
当
す

る
人
び
と
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。
そ
の
根
拠

は
、
楚
暦
の
使
用
と
と
も
に
、
卜
筵
祭
祷
簡
で
祭
ら
れ
る
対
象
に
、

楚
国
全
体
に
か
か
わ
る
祖
先
と
遠
祖
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
い
ま
楚
国
の
祭
祀
を
、
包
山
楚
簡
の
全
体
に
み
え
る
紀
年
の

な
か
で
示
し
て
み
よ
う
（
表
2
)
。

こ
こ
に
は
楚
の
祖
先
に
か
か
わ
る
名
が
み
え
て
お
り
、
こ
の
う

ち
「
熊
繹
」
を
陳
偉
氏
な
ど
は
「
熊
鹿
（
麗
）
」
と
読
ん
で
い
る
。

『
史
記
』
楚
世
家
に
よ
れ
ば
、
辮
熊
の
孫
が
熊
麗
で
、
熊
麗
の
孫

が
熊
繹
で
あ
る
（
注
13)
。
そ
の
ほ
か
卜
筵
祭
祷
簡
に
は
、
墓
主
の
直

接
的
な
近
祖
と
し
て
、
昭
王
以
後
の
「
文
坪
夜
君
、
郡
公
子
春
、

司
馬
子
音
、
察
公
子
家
」
（
二

0
0
、
二

0
三
、
二

O
六
、
ニ
―
四
、

ニ
四

O
簡
）
な
ど
が
み
え
て
い
る
（
注
14)°

そ
こ
で
貞
人
が
、
祭
祀

の
対
象
と
し
て
墓
主
の
近
祖
を
あ
げ
、
そ
れ
を
個
別
に
祭
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
「
楚
の
先
、
老
僅
・
祝
融
・
搬
熊
」
や
、

「
荊
王
で
、
熊
麗
〔
熊
繹
〕
よ
り
武
王
ま
で
」
の
祖
先
を
祭
る
こ

と
は
、
墓
主
の
一
族
が
個
別
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

楚
の
祖
先
を
祭
る
こ
と
は
、
た
し
か
に
墓
主
が
昭
王
に
関
す
る

一
族
で
あ
れ
ば
、
「
老
僅
・
祝
融
・
辮
熊
」
な
ど
を
共
有
の
観
念
と

(119) 



す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
楚
王
と
し
て
、

と
く
に
熊
麗
あ
る
い
は
熊
繹
か
ら
、
初
め
て
王
号
を
称
し
た
と
い

う
武
王
ま
で
を
一
緒
に
祭
る
こ
と
は
、
父
母
や
近
祖
を
祭
る
こ
と

を
越
え
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
（
注
15)
。
そ
こ
で
楚
暦
の
使
用

表 2 包山楚簡の紀年と先祖名

年代（前） 紀年と先祖名

懐王 7 (322) 
11 8 (321) 
11 9 (320) 
II 10 (319) 
-----------
II 11 (318) 

II 12 (317) 

II 13 (3]6) 

大司帯昭陽敗晋師於襄陵之歳
斉客陳豫賀王之歳
魯陽公以楚師後城鄭之歳
□客監固返楚之歳
---------------------------・ 
宋客盛公魃聘於楚之歳
「郁王（昭王）」 （卜筵200簡など）

東周之客許程蹄昨於萩郡之歳
「宣王之宅州人」「宣王之…客」（受期 58簡）
「恨王〔威王〕宅威嘉」 （所證 166簡）
「都王」 （卜筵214簡など）
「楚先、老憧・祝融・際熊」 （卜笙217簡）
大司剛悼滑救郁之歳
「楚先、老僅・祝融・辮熊」 （卜筵237簡）
「郁王」 （卜笙240簡など）
「荊王、自熊繹以庚武王」 （卜笙246簡）

に
つ
づ
い
て
、
こ
こ
で
も
卜
簸
祭
祷
簡
の
祖
先
祭
祀
が
、
楚
国
シ

ス
テ
ム
の
影
響
を
う
け
て
い
る
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

『
史
記
』
楚
世
家
に
み
え
る
楚
の
系
譜
に
も
関
連
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
卜
筵
祭
祷
簡
に
は
、
『
史
記
』
楚
世
家
と
共
通
す
る
系

譜
が
み
え
て
お
り
、
こ
れ
は
司
馬
遷
の
伝
え
が
一
定
の
信
頼
性
を

も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
実
在
の
人
物
で
あ
る

か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
戦
国
中
期
の
楚
で
伝
え
て

い
た
情
報
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
祖
先
は
、
祭
祀
の
対
象
と

し
て
現
れ
て
お
り
、
文
書
簡
に
み
え
る
実
在
の
王
と
か
か
わ
る
記

載
と
は
異
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
戦
国
中
期
に
は
、
実
際
の
王

と
し
て
の
事
件
や
記
事
が
記
録
さ
れ
、
そ
れ
以
前
の
系
譜
は
、
祭

祀
を
司
る
人
び
と
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
し
て
包
山
楚
簡
に
「
熊
麗
よ
り
武
王
ま
で
」
と
い
う
表
記
か
ら

す
れ
ば
、
そ
の
間
の
系
譜
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

が
『
史
記
』
楚
世
家
な
ど
の
系
譜
資
料
と
関
係
す
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

も
し
以
上
の
よ
う
に
仮
定
で
き
れ
ば
、
楚
国
の
卜
研
巫
祭
祷
簡
か

ら
は
、
記
録
に
か
か
わ
る
三
種
類
の
人
び
と
が
う
か
が
え
る
。
す

な
わ
ち
一
は
、
暦
法
を
担
当
す
る
人
び
と
で
あ
り
、
楚
で
は
独
自

の
大
事
に
も
と
づ
く
紀
年
と
、
楚
月
名
を
も
つ
暦
を
作
成
し
て
い

る
。
二
は
、
楚
の
祖
先
祭
祀
を
担
当
す
る
人
び
と
で
、
こ
こ
で
は

系
譜
資
料
を
伝
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
三
は
、
楚
暦
や
楚
の
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祭
祀
と
あ
わ
せ
て
、
王
族
な
ど
の
卜
壁
を
担
当
し
て
い
た
貞
人
た

ち
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
占
い
の
原
理
が
他
国
と
類
似
す
る
と
し
て

も
、
や
は
り
楚
独
自
の
卜
筑
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
楚
国
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
行
動
す
る
三
種
の
人

び
と
は
、
後
世
で
い
え
ば
、
秦
漢
時
代
の
礼
儀
祭
祀
を
司
る
奉
常

（
太
常
）
に
所
属
す
る
太
史
、
太
祝
、
太
卜
の
職
務
と
よ
く
似
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
役
職
は
、
太
史
が
天
文
•
星
暦
を
司
る
ほ
か
に
、

漢
初
で
一
連
の
史
官
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
張
家
山
漢
簡
『
ニ

年
律
令
』
の
「
史
律
」
で
、
太
史
、
太
祝
、
太
卜
を
「
史
」
と
認

識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
証
明
で
き
る
（
注
16)o

包
山
楚
簡
に
は
、
こ
の
ほ
か
竹
讀
と
遣
策
が
あ
る
。
贈
書
と
も

い
わ
れ
る
竹
贖
に
は
、
前
三
一
六
年
の
六
月
丙
戌
の
日
に
車
馬
な

ど
を
贈
っ
た
こ
と
を
記
し
、
南
室
の
遣
策
に
は
、
六
月
丁
亥
の
日

（
翌
日
）
に
、
墓
主
を
葬
っ
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
も

一
見
す
る
と
、
個
人
的
な
副
葬
品
リ
ス
ト
の
よ
う
で
あ
る
が
、
竹

簡
で
は
楚
の
大
事
紀
年
を
使
っ
て
お
り
、
楚
国
の
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
卜
筑
祭
祷
簡
と
遣
策
か
ら
は
、

少
な
く
と
も
戦
国
中
期
ま
で
に
、
楚
国
で
は
楚
暦
の
作
成
と
、
楚

の
祖
先
祭
祀
の
実
施
が
あ
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
貞
人
た
ち
が

卜
痙
を
し
て
い
た
形
態
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
そ
の
記
録
が
、

一
部
の
楚
墓
に
保
存
し
て
残
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
同
じ
よ
う
に
、
戦
国
楚
簡
の
な
か
で
卜
研
巫
祭
祷
簡
と
遣

策
に
、
大
事
紀
年
や
楚
の
祖
先
名
を
記
す
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
楚
国
シ
ス
テ
ム
の
影
牌
を
う
け
て
い
る
墓
葬
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
代
表
的
な
楚
墓
は
、
①
望
山
一
号
墓
と
二
号
墓
、
②
天

星
観
一
号
楚
墓
、
③
新
察
葛
陵
楚
墓
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
望
山
楚

墓
と
天
星
観
楚
墓
は
、
紀
南
城
の
西
北
と
東
方
に
位
置
し
て
お
り
、

包
山
楚
墓
と
と
も
に
楚
の
都
城
の
周
辺
地
区
に
あ
る
。

ま
ず
望
山
一
号
墓
は
、
紀
南
城
の
西
北
約
七
キ
ロ
に
あ
る
八
嶺

山
古
墓
区
に
位
置
し
、
五
級
の
台
階
を
も
つ
二
榔
三
棺
の
構
造
で

あ
る
（
注
17)
。
こ
こ
に
卜
研
巫
祭
祷
簡
が
あ
り
、
そ
の
内
容
か
ら
墓
主

は
「
悼
固
」
で
、
戦
国
中
期
の
王
族
墓
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
紀
年
は
二
年
分
の
記
載
が
あ
り
、
そ
こ
に
楚
の
祖
先
と
、
墓
主

に
か
か
わ
る
と
お
も
わ
れ
る
「
聖
王
（
声
王
）
、
悼
王
」
の
祭
祀
が

う
か
が
え
る
。
ま
た
望
山
二
号
墓
に
は
、
遣
策
が
副
葬
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
こ
に
も
楚
の
大
事
紀
年
に
よ
る
記
載
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
天
星
観
一
号
楚
墓
は
、
紀
南
城
の
東
約
二
四
キ
ロ
に
位

置
し
、
北
は
長
湖
に
面
し
て
い
る
（
注
18)
。
そ
の
構
造
は
、
一
五
級

の
台
階
を
も
っ
―
榔
三
棺
で
、
こ
こ
で
出
土
し
た
卜
箆
祭
祷
簡
と

遣
策
か
ら
、
墓
主
は
邸
陽
君
の
「
番
勅
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
も
楚
の
大
事
紀
年
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
河
南
省
新
察
県
の
新
察
楚
墓
は
、
紀
南
城
か
ら
遠
く
離
れ

て
、
北
は
鄭
州
、
東
方
は
安
徽
省
の
方
面
に
行
く
位
置
に
あ
る
。

そ
の
構
造
は
、
七
級
の
台
階
を
も
ち
、
榔
室
は
内
榔
と
五
つ
の
外
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榔
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
南
室
に
卜
簸
祭
祷
簡
が
あ
り
、
甲
区

の
五
二
三
枚
と
、
乙
区
の
二
九
九
枚
、
断
簡
の
七
四
九
枚
が
報
告

さ
れ
て
い
る
（
注
19)
。
こ
こ
に
も
ま
た
楚
の
大
事
紀
年
と
と
も
に
、

楚
の
祖
先
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
包
山
楚
簡
で
は
、

祖
先
を
「
老
僅
・
祝
融
・
親
熊
」
と
記
し
て
い
た
が
、
新
察
楚
簡

表3 戦国楚墓の紀年と先祖名

戦国楚墓 紀年と先祖名

望山 1号墓 斉客張果問〔王〕於萩郡之歳
（卜筵祭祷） 郁客困碗問王於叔郡之歳

「聖王、悼王既賽祷」（八八簡など）

----------------「-口--先--老--僅---・-祝--□--」---(----二--O--簡--な--ど--）----------
望山 2号墓 □周之歳（遣策）

天星観一号墓 秦客公孫鞍問王於寂郡之歳
（卜筵祭祷） 斉客絣艇問王於萩郡之歳

新（察卜楚筵祭墓祷）

（（（（甲三、 35)｝ ｝ ） 乙ー、 22
乙ー、 24
甲＝、 83

曽侯乙墓 大莫器旗唸適鋪之春（遣策）

で
は
「
老
僅
・
祝
融
・
穴
熊
」
と
記
し
て
い
る
。
『
史
記
』
楚
世
家

に
よ
れ
ば
、
祝
融
と
な
っ
た
呉
回
の
子
が
陸
終
で
、
六
人
の
子
が

あ
っ
た
。
そ
の
一
人
で
楚
の
始
祖
と
な
る
季
連
の
孫
が
穴
熊
で
、

そ
の
あ
と
周
文
王
の
と
き
季
連
の
苗
裔
で
あ
っ
た
の
が
辮
熊
と
伝

え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
察
楚
簡
の
ほ
う
が
穴
熊
の
よ
う

に
早
い
人
物
を
祖
先
に
数
え
あ
げ
、
包
山
楚
簡
で
は
、
搬
熊
ま
で

と
、
別
に
熊
麗
あ
る
い
は
熊
繹
よ
り
以
下
に
つ
な
が
る
系
譜
に
比

重
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
戦
国
時
代
に
は
、
楚
文
化
の
一
要
素
と
し
て
、

楚
暦
の
作
成
と
、
楚
の
祖
先
祭
祀
、
そ
の
体
系
に
よ
る
卜
窟
な
ど

が
想
定
さ
れ
、
そ
の
一
端
が
包
山
楚
簡
の
卜
筵
祭
祷
簡
に
記
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
包
山
楚
墓
の
ほ
か
、
望
山
一
号
・

二
号
墓
と
天
星
観
楚
墓
の
よ
う
に
、
紀
南
城
の
周
辺
に
埋
葬
さ
れ

た
台
階
を
も
つ
楚
墓
の
一
部
に
も
、
同
じ
よ
う
に
楚
国
の
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
記
載
形
式
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
新
察
楚
墓
は
、
紀
南

城
か
ら
離
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
楚
の
紀
年
や
祭
祀
を
記
す
点
で

は
共
通
し
て
お
り
、
楚
国
シ
ス
テ
ム
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
み

な
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ま
で
出
土
し
た
戦
国
楚
簡
で
も
、
副
葬
品
の

リ
ス
ト
と
さ
れ
た
遣
策
や
、
墓
主
の
健
康
な
ど
を
占
う
卜
筑
祭
祷

簡
は
、
こ
の
よ
う
な
楚
文
化
の
要
素
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

共
通
す
る
社
会
背
景
の
も
と
で
副
葬
さ
れ
た
状
況
を
理
解
で
き
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
注
2
0
)
0
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た
だ
し
こ
う
し
た
紀
年
や
系
譜
な
ど
の
特
徴
を
も
っ
て
、
た
だ

ち
に
戦
国
楚
の
国
家
機
構
を
説
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し

か
し
包
山
楚
簡
に
は
、
こ
の
ほ
か
文
書
簡
が
あ
り
、
こ
こ
に
楚
国

の
中
央
と
地
方
を
結
ぶ
社
会
シ
ス
テ
ム
が
み
え
て
い
る
。

文
書
簡
の
社
会
シ
ス
テ
ム

（
一
）
処
理
の
控
え

包
山
楚
簡
の
文
書
簡
は
、
『
包
山
楚
簡
』
と
陳
偉
『
包
山
楚
簡
初

探
』
の
釈
文
で
は
、
分
類
に
違
い
が
あ
る
。
た
と
え
ば
陳
偉
氏
は
、

「
所
證
」
三
五
枚
を
別
区
分
と
し
、
そ
の
他
の
一
三
一

S
一
三
九

簡
で
は
、
表
裏
の
内
容
に
よ
っ
て
配
列
を
修
正
し
て
い
る
。
私
は

基
本
的
に
陳
偉
氏
の
変
更
に
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
受
期
簡

と
集
箸
言
の
変
更
で
は
、
も
と
の
形
式
と
共
通
す
る
点
も
あ
り
、

ま
た
西
室
に
置
か
れ
た
二
七
八
簡
を
一
緒
に
並
べ
る
の
は
、
墓
葬

の
な
か
で
考
え
る
と
き
に
は
都
合
が
悪
い
。
そ
こ
で
『
包
山
楚
簡
』

と
陳
偉
氏
と
の
異
同
を
対
照
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
表

4
の
区
分

に
よ
っ
て
、
文
書
類
に
み
え
る
情
報
を
分
析
し
て
み
よ
う
（
注
21)o

ま
ず
文
書
簡
は
、
記
載
の
形
式
か
ら
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
一

は
、
具
体
的
な
内
容
を
記
さ
ず
、
簡
略
な
控
え
の
形
式
で
、
た
と

え
ば
受
期
、
所
證
、
疋
獄
が
あ
る
。
二
は
、
具
体
的
な
案
件
な
ど

を
記
す
形
式
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
集
箸
、
集
箸
言
、
そ
の
他
の
文

書
が
あ
る
。

簡略な控えの形式のうち、受期と疋獄は竹簡一本で

区分 紀元前 内 容 記載の形式

受期 (317) 
汀唸喜晨鰐府ぇで61直、枚処理を指 背正共通面面すにに、る「土符O識記記之がの広」、

所證 317 
ホ麟畠 翡腎

一疇・---------------------------------------—---------------------------疋獄 (319) 訴訟を受けた控え 23枚 背面に、付記

集箸 321、
命命13整令枚下ななどを処理した控え 背正面面にに、「付O識記之」

320 
集箸言

3（1な7し） どを処理した控え
5 

その他 322 黄17金枚に関する記録 2種 背面に、付記

疇幽・ ----------. 幽幽.'疇'--- ----------------------------------------------------
その他 319 

闘下察窮の案認件胃件叶4 
背面に、付記

318、
317 
319、
318 
317 

--------------------------------------------・囀・------------------------
その他 なし 具（嚢的な裁判のやりとり 背面に、付記

17 

その他 なし 西室の 1枚

表4 文書類の年代と内容

＊枚数と（ ）の年代は『包山楚簡』による
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つ
の
記
事
が
完
結
し
て
い
る
。
ま
た
所
證
は
、
複
数
の
竹
簡
に
ま

た
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
あ
る
官
員
の
も
と
で
処
理
し
た

項
目
を
並
べ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
具
体
的
な
や
り
と
り
を
記
し

た
案
件
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
を
―
つ
の
項
目
と
し

て
お
き
た
い
。

ま
ず
《
疋
獄
》
と
い
う
名
称
は
、
八
四
簡
の
背
面
で
、
ほ
ぼ
中

央
に
記
さ
れ
て
い
る
。
整
理
小
組
は
、
『
説
文
』
に
「
疋
」
を
「
記
」

と
読
む
例
を
引
い
て
、
獄
訟
記
録
あ
る
い
は
「
起
訴
に
関
す
る
簡

要
な
記
録
」
と
す
る
。
陳
偉
氏
は
、
こ
れ
を
お
お
む
ね
妥
当
と
す

る
が
、
『
説
文
』
に
「
疋
」
を
「
脊
」
と
も
い
う
た
め
、
あ
る
い
は

審
理
を
待
っ
と
い
う
可
能
性
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
22)
。
そ
こ

で
疋
獄
は
、
訴
訟
に
か
か
わ
る
内
容
を
も
つ
が
、
八
四
簡
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

荊
原
之
月
己
丑
之
日
。
膚
人
之
州
人
陳
徳
訟
聖
夫
人
之
人
宗

漸
・
宗
未
。
謂
殺
其
兄
・
臣
。
正
義
強
識
之
。
秀
其
為

李

。

（

疋

獄

八

四

簡

）

陳
偉
氏
は
、
こ
れ
を
①
訴
訟
を
受
理
し
た
時
間
、
②
原
告
、
③

被
告
、
④
訴
訟
の
理
由
、
⑤
署
名
に
分
け
、
廣
瀬
薫
雄
氏
は
、
原

告
（
甲
）
と
被
告
（
乙
）
の
訴
え
に
よ
っ
て
二
つ
の
形
式
と
し
て

い
る
（
注
23)0

「
甲
訟
乙
、
以

S
（
之
故
）
」
、
「
甲
訟
乙
、
（
言
）
謂

S
」

ま
た
疋
獄
に
は
、
ほ
ぼ
全
文
に
月
日
が
あ
り
、
文
末
に
は
空
白

を
あ
け
て
、
書
記
と
お
も
わ
れ
る
人
物
の
署
名
を
記
し
て
い
る
。

署
名
の
形
式
に
は
、
「
A
識
之
、

B
」「
A
識
之
、

B
為
李
」
「
A
、

B
」「
A
、
B
為
李
」
「
A
識
之
、

B
学
」
な
ど
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
八
四
簡
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
形
式
と
な
る
。

「0
月
△
之
日
。
甲
訟
乙
、
謂

S
。
〔
空
白
〕

A
識
之
、

B
為
李
。
」

こ
う
し
た
基
本
的
な
形
式
で
、
各
種
の
訴
訟
が
み
え
て
い
る
。

整
理
小
組
は
、
そ
の
内
容
に
殺
人
や
、
逃
亡
、
反
官
、
土
地
の
紛

糾
、
妻
妾
の
占
有
、
継
承
権
の
争
い
、
法
律
執
行
の
不
公
平
な
ど

を
見
い
だ
し
、
こ
れ
ら
を
各
地
の
官
員
か
ら
中
央
政
府
に
送
ら
れ

た
文
書
と
し
て
い
る
。
し
か
し
陳
偉
氏
は
、
原
告
の
居
住
地
が
各

地
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
識
」
と
「
幸
」
に
同
一
の
人
名
が
み
え

る
こ
と
か
ら
、
か
れ
ら
が
署
名
し
た
文
書
は
、
み
な
左
手
の
官
府

の
記
録
と
み
な
し
て
い
る
。

訴
訟
の
舞
台
で
は
、
原
告
の
名
に
地
名
や
官
職
、
所
属
の
人
び

と
を
記
す
も
の
が
あ
る
。
ま
た
原
告
と
被
告
は
、
同
じ
地
名
や
所

属
と
お
も
わ
れ
る
ケ
ー
ス
（
八
三
、
八
七
、
八
八
、
九
六
‘

1
0

二
簡
）
が
あ
り
、
「
其
州
人
」
（
八
〇
簡
）
や
、
「
其
官
人
」
（
九
九

簡
）
と
い
う
表
記
も
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
訴
訟
を
し
た
人
び
と

の
、
お
お
ま
か
な
地
理
や
身
分
が
推
測
で
き
る
。

そ
の
と
き
疋
獄
の
配
列
は
、
釈
文
で
は
八
〇
簡

s
1
0
二
簡
を
、

楚
の
正
月
甲
辰
の
日
か
ら
、
四
月
辛
巳
、
四
月
己
丑
、
四
月
戊
戌
、
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八月、九月、十月、十一月辛酉の日までの順としている。

番号 原 告 被告 備考
80 少威之州人剛士•石A 郡其州人剛士• 石B
81 周A 之兵粛か執事人宮司嗚• 競B
82 舒A 呂Bほ，之5人
83 羅膚之～里人・湘A 羅之～國 ～邑人・郎B
84 人之州人・陳A 聖宋夫人之人・宗B,C
85 郷跨缶易公君 ・ A Bほか，22人
86 之～邑人・ A 冒染陵君之～邑人・巡B
87 郵斯陽大主手・宋A Bほか，B4人
88 楚司敗・某A 邑・某ほか
89 遠A 司衣之州南人・苛B
90 競A 絲丘之里之人・爽B,C

陳陳，集集箸箸言言91 某令周冨裳之人・周A 付學之関人・周B,C
92 宛陳 里人・ A 某旦手B之里人・苛B
93 宛人 A 
94 苛A 家之大夫・範某B 
95 ～之州人鼓跳• 張A 郡詭皮之～南邑人. Bほか
96 詭皮人・崩~A 之陽里人・陽Bほか
97 中陽～邑人・閻A 坪陽陽之～里人・文B
98 許A 邸i君之人～公・醤B
99 邪陽之～公 ・A,-令.B 官佑人・番Bほか， 2人
100 ～邑人走佑・登A ・呂B
101 

章上新A都人・察A
B 

102 都・陳南陵大宰・某．某B,右司寇
正 C正 D

表 5 疋獄の原告と被告

＊人名は、最初から順に某A某 Bと表記する

ま
た
陳
偉
氏
は
、
九

0
、
九
一
簡
を
《
集
箸
言
》
に
入
れ
て
い
る

が
、
疋
獄
の
配
列
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
楚
の
四
月
の
場

合
に
、
背
面
に
《
疋
獄
》
と
記
す
八
四
簡
の
「
己
丑
」
を
仮
に
朔

日
と
し
て
も
、
十
日
目
の
「
戊
戌
」
の
あ
と
、
「
辛
巳
」
が
一
ヶ
月

以
内
に
な
い
た
め
、
辛
巳
ー
己
丑
ー
戊
戌
の
順
と
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。し

か
し
問
題
と
な
る
の
は
、
な
ぜ
途
中
の
「
四
月
己
丑
」
の
簡

に
《
疋
獄
》
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
書
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
し
疋
獄
が
一
連
の
文
書
な
ら
、
冊
書
の
中
間
に
タ
イ
ト
ル
を
書

く
意
味
が
不
明
と
な
り
、
む
し
ろ
タ
イ
ト
ル
簡
を
も
つ
八
四
簡
か

ら
始
め
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
四
月
の
辛
巳
ー
己
丑

ー
戊
戌
の
配
列
に
し
た
が
え
ば
、
第
一
が
辛
巳
の
八
五
簡
で
、
第

二
が
八
四
簡
、
第
三
が
八
六
簡
と
い
う
一
組
が
想
定
で
き
る
（
注
2
4
)
0

も
し
こ
の
三
簡
が
最
初
に
あ
た
る
な
ら
、
疋
獄
は
楚
の
四
月
か
ら

十
一
月
ま
で
と
、
正
月
の
訴
訟
を
記
録
し
た
文
書
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
卜
筑
祭
祷
簡
で
、
一
年
の
執
務
を
占
う
と
き
「
四

月
よ
り
四
月
ま
で
」
と
し
た
形
式
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
疋
獄
に
は
、
陳
偉
氏
が
《
集
箸
言
》
に
移
し
た
九
〇
簡
に
あ
る

前
三
一
九
年
の
紀
年
を
の
ぞ
い
て
、
ほ
か
に
は
紀
年
を
記
さ
な
い

た
め
、
こ
れ
よ
り
別
に
紀
年
を
記
し
た
簡
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
疋
獄
に
は
、
墓
主
が
亡
く
な
っ
た
楚
の
六
月
以
降

の
月
が
あ
る
た
め
、
少
な
く
と
も
前
三
一
七
年
よ
り
以
前
に
書
か
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れ
た
訴
訟
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
各
地
の
人
び
と
か
ら
、
左
手
の
官
府
に
訴
訟
が
出
さ
れ

た
と
し
て
、
そ
れ
を
審
理
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

廣
瀬
薫
雄
氏
は
、
告
訟
に
は
、
①
楚
王
か
ら
左
手
に
證
さ
れ
る
も

の
、
②
左
手
に
直
接
に
訴
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
次
の
手

続
き
と
し
て
「
證
」
（
付
託
）
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
は
上
級
か
ら

下
級
行
政
庁
に
事
件
の
処
理
を
命
じ
た
と
い
う
（
注
2
5
)
0

「
所
證
」
簡
は
、
釈
文
で
そ
の
他
に
分
類
し
て
い
た
文
書
を
、

左
手
が
下
級
官
員
に
処
理
を
委
ね
る
一
連
の
記
録
と
し
て
、
陳
偉

氏
が
別
項
目
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
六
名
の
官
員

ご
と
に
案
件
の
項
目
を
記
し
、
そ
の
文
中
に
「
所
證
於
（
官
員
名
）
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
連
の
資
料
で
あ
る
こ
と
は
問
題
な
い
。
そ

の
形
式
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

た
と
え
ば
最
初
の
官
員
で
あ
る
正
婁
窓
の
所
證
を
み
る
と
、
前

三
一
七
年
の
四
月
以
降
か
ら
九
月
ま
で
に
、
月
ご
と
の
日
と
、
案

件
に
か
か
わ
る
人
物
を
列
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
案
件
に

は
具
体
的
な
内
容
を
記
し
て
い
な
い
。
い
ま
人
物
を
某
A
、
某
B

と
し
て
例
示
し
て
み
よ
う
。

東
周
之
客
許
経
蹄
昨
於
萩
郡
之
荊
尿
（
四
月
）
之
月
。
所
證

告
於
正
婁
恣
。
壬
申
。
鄭
少
司
馬
襲
A
。
邸
易
君
之
人
陳
B
。

乙
亥
。
周
A
。
戊
寅
°
某
手
A
。
一
夏
尿
（
五
月
）
甲
寅
゜

陰
人
陳
A
。
戊
午
。

B
。
…
…
。
一
享
月
（
六
月
）
己
巳
。

中
厩
某
A
。
期
思
公
之
州
里
公
B
。
…
…
。
一
夏
索
（
七
月
）

己
亥
。
某
君
之
人
登
A
。
…
…
。
一
八
月
辛
未
。
舒
A
。
…

.

.

.
。
一
九
月
己
亥
。
陽
A
。
陽
B
。
臨
易
人
主

C
。
…
…
。

辛
酉
。
登
人
威
A
。
某
陵
少
旬
手
B
。

こ
の
ほ
か
「
所
證
」
簡
に
は
、
同
じ
よ
う
に
正
令
墾
（
四
月
か

ら
十
一
月
ま
で
）
、
正
私
司
敗
邊
（
六
月
、
八
月
）
、
少
里
喬
學
手

羽
（
タ
イ
ト
ル
の
み
）
、
邸
路
手
憐
（
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
）
、

肢
手
利
（
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
）
、
偏
男
（
六
月
か
ら
十
月
ま
で
）

が
処
理
し
た
と
お
も
わ
れ
る
記
録
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
所
證
は
、

た
し
か
に
左
手
の
官
員
に
対
す
る
案
件
処
理
と
人
名
を
控
え
た
も

の
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
基
本
的
な
形
式
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

「
所
證
（
告
）
於
〔
官
員
名
〕
。
楚
の
月
日
、
人
名
。
楚
の
月

日
、
人
名
。
…
…
」

た
だ
し
こ
こ
で
は
、
月
日
の
後
に
記
さ
れ
た
人
名
が
、
左
手
の

官
府
か
ら
審
理
を
委
託
さ
れ
た
人
物
か
、
そ
れ
と
も
事
件
に
か
か

わ
る
人
物
を
指
す
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
廣
瀬
氏
は
、
こ
れ

ら
の
大
半
を
告
訟
人
と
み
な
し
、
そ
の
身
分
を
①
人
名
の
み
（
一

〇
一
例
）
、
②
官
職
十
人
名
（
一
―
七
例
）
‘
③
某
地
の
人
十
人
名

（九

0
例
）
、
④
某
人
の
人
＋
人
名
（
五
三
例
）
の
四
種
に
分
け
て

い
る
。
た
し
か
に
疋
獄
で
は
、
原
告
が
被
告
を
訴
え
て
い
る
が
、

原
告
は
必
ず
し
も
司
敗
な
ど
の
官
吏
に
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
審
理
は
原
告
が
所
属
す
る
官
吏
に
委
ね
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る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
所
證
で
は
、
疋
獄
に
み
え
る
原
告
が

所
属
す
る
官
吏
に
審
理
を
委
ね
て
い
れ
ば
、
そ
の
経
過
が
明
ら
か

に
な
る
。
し
か
し
年
代
の
違
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
疋
獄
の
原
告

と
所
證
の
人
名
に
直
接
的
な
関
連
は
み
ら
れ
な
い
。

む
し
ろ
所
證
の
人
名
と
関
連
が
み
え
る
の
は
、
受
期
簡
の
人
名

で
あ
る
。
受
期
簡
は
、
三
三
簡
の
背
面
に
篇
題
が
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
文
書
に
は
「
受
期
」
と
い
う
字
句
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
そ
の

意
味
は
、
お
お
む
ね
期
日
の
指
定
に
か
か
わ
る
と
み
な
さ
れ
て
い

る。

八
月
辛
巳
之
日
。
巖
陽
之
駆
司
敗
・
黄
異
。
受
期
。
癸
巳
之

日
。
不
進
五
皮
以
廷
。
研
門
有
敗
。
（
三
三
簡
）

こ
の
形
式
は
他
の
簡
も
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
一

日
目
の
月
日
の
あ
と
人
名
を
記
し
て
「
受
期
」
と
し
、
第
二
日
目

に
は
「
不

S
以
廷
」
か
「
不

S
以
告
」
な
ど
の
あ
と
「
研
門
有
敗
」

と
い
う
用
語
が
あ
る
。
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
の
簡
は
、
空
白
を
あ
け

て
書
記
の
名
を
記
し
て
い
る
。
そ
こ
で
基
本
的
な
形
式
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
な
る
。

「
某
月
某
日
。
某
A
受
期
。
某
月
某
日
。
不

S
某
B
以
廷
゜

研
門
有
敗
。
〔
空
白
〕
某

c識
之
。
」

そ
の
月
日
は
、
楚
の
七
月
か
ら
八
月
、
九
月
、
十
月
、
十
一
月

で
、
年
代
は
釈
文
が
受
期
簡
と
し
た
五
八
簡
に
よ
れ
ば
前
三
一
七

年
と
な
る
が
、
陳
偉
氏
は
五
八
簡
を
《
集
箸
言
》
に
配
列
し
て
い

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
受
期
簡
は
、
所
證
の
年
代
と
近
く
、
こ
こ
に

所
證
と
共
通
す
る
人
名
が
み
え
て
い
る
。

い
ま
八
月
の
文
書
を
表
に
し
て
み
る
と
、
受
期
の
人
物
の
身
分

は
、
司
敗
、
少
司
敗
、
州
加
公
、
州
里
公
が
多
く
、
そ
の
ほ
か
「
莫

挑
の
人
」
「

S
某
公
」
「
牒
夫
人
之
大
夫
」
な
ど
が
み
え
て
い
る
。

こ
の
受
期
の
人
物
は
、
疋
獄
の
原
告
と
く
ら
べ
て
、
官
吏
の
身
分

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
受
期
は
、
原
告
の
所
属
す
る
地
方

官
吏
に
審
理
を
委
ね
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
が
、
疋
獄
と
共
通
す

る
地
名
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
所
證
と
受
期
簡
に
は
、
い
く
つ

か
関
連
す
る
例
が
あ
る
。

た
と
え
ば
受
期
六
二
簡
の
「
某
郡
司
徳
の
秀
陽
」
は
、
邸
路
弄

指
の
所
證
(
-
六
九
簡
）
に
二
度
み
え
て
い
る
。
も
し
こ
れ
が
同

一
人
物
な
ら
、
処
理
の
経
過
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
（
注
26)o

九
月
壬
戌
（
受
期
、
第
一
日
）
…
・
：
九
月
癸
亥
（
翌
日
、
所

證
）
…
…
十
月
戊
寅
（
所
證
）
…
・
：
十
月
辛
巳
（
戊
寅
か
ら

四
日
後
、
受
期
、
第
二
日
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
司
徳
の
秀
陽
は
、
左
手
の
官
府
か
ら
九
月
壬
戌

に
、
十
月
辛
巳
ま
で
に
処
理
を
す
る
期
日
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

一
方
、
左
男
の
官
府
で
は
、
そ
れ
を
官
員
の
一
人
が
九
月
癸
亥
（
翌

日
）
に
記
録
し
、
ま
た
期
日
に
四
日
ほ
ど
先
立
つ
十
月
戊
寅
に
、

な
ん
ら
か
の
処
理
を
記
し
て
、
約
束
の
期
日
を
む
か
え
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
内
容
は
、
「
不

S
以
廷
」
が
法
廷
に
率
い
て
く
る
意
味
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な
ら
、
安
陸
の
某
里
の
人
・
屈

B
と
、
少
雹
の
陽
C
を
連
れ
て
来

号一番
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2

要求された内容

睾棗柔こ塁信芝蒻星故以告

9月癸丑不～某大司敗以～
癸酉，不→陳C之傷

癸巳，不～玉令 ・BC以廷
癸巳，不～郡陽宮大失・ B以廷
乙亥，不以死於其州者之～告
辛巳不～某手之～邑公・遠B
莫群・遠C以廷
癸未，不廷
辛巳，不～陳C之傷以告

己丑，不～郎之己里人・青B以廷
辛巳，不以死於其州者之居～致命
癸巳，不～五皮以廷
己丑不～付學之某 ・周B,C以廷
乙酉：オ

人
,~B 以廷

9 月乙巳不~B君以廷
壬辰，不～’苛B以廷
癸巳不～某君之司馬B,某君之人C,D
以廷＇
9月戊申不～周B,C以廷
9月己酉沐～某B以廷

~~ 笈農菜ご忍鼻翌雙イ豆之死

Aとし，以下を B……とする

る
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
注
2
7
)
0

の
司
徳
に
委
ね
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
受
期
四
一
、
四
八
簡
の
場
合
は
、
少
し
状
況
が
異
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
に
は
八
月
乙
未
の
日
に
、
喪
夫
人
大
夫
の
番
犀
に

受
期
し
、
九
月
戊
申
の
期
日
に
足
鄭
と
い
う
人
物
を
連
れ
て
来
る

よ
う
に
指
示
し
て
お
り
、
ま
た
九
月
戊
申
の
受
期
で
は
、
同
じ
く

癸
亥
に
期
日
を
指
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
正
令
埜
の
所
證
（
一

八
八
簡
）
で
は
、
八
月
戊
寅
に
「
喪
夫
人
之
人
・
ロ
立
鄭
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
案
件
の
経
過
は
、
ま
ず
八
月
戊
寅
に

喪
夫
人
の
人
・
ロ
立
鄭
が
記
さ
れ
、
そ
の
あ
と
一
八
日
後
の
八
月
乙

未
に
は
、
喪
夫
人
大
夫
の
番
犀
の
ほ
う
に
受
期
し
て
い
る
。
こ
れ

は
所
證
の
人
名
が
、
必
ず
し
も
審
理
を
委
ね
ら
れ
た
人
物
で
は
な

い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
所
證
と
受
期
簡
で
共
通
す
る
人
名
は
、
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
い
が
一
定
の
関
連
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
疋
獄
と
受
期
の

署
名
に
も
共
通
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
書
記
の
人
名
に
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
共
通
点
が
あ
る
（
注
28)0

秀
履
元
疋
獄
八
〇
簡
、
受
期
五
四
簡
、
受
期
五
七
簡

義
強
元
疋
獄
八
四
簡
、
受
期
四
〇
簡

し
た
が
っ
て
疋
獄
と
所
證
、
受
期
に
み
え
る
審
理
と
署
名
に
は
、

一
定
の
関
連
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
文
書
は
、

各
地
で
共
通
す
る
書
記
が
署
名
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
や
は

こ
こ
で
は
案
件
の
処
理
を
某
郡
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り
左
手
の
官
府
で
記
録
さ
れ
た
訴
訟
の
控
え
と
み
な
す
説
が
よ
い

と
お
も
わ
れ
る
。

ま
た
左
手
の
官
府
で
処
理
さ
れ
た
案
件
の
地
理
的
な
範
囲
は
、

す
で
に
疋
獄
や
所
證
の
身
分
に
記
さ
れ
た
地
名
に
う
か
が
え
る
が
、

受
期
簡
に
よ
っ
て
詳
し
く
考
証
さ
れ
て
い
る
。
陳
偉
氏
と
谷
口
満

氏
は
、
受
期
簡
の
第
一
日
（
日
期

I
)
と
第
二
日
（
日
期
II)

の

間
隔
に
つ
い
て
、
左
手
の
官
府
（
郡
•
紀
南
城
の
周
辺
）
と
、
受

期
の
者
の
居
住
地
（
事
件
の
発
生
地
）
の
遠
近
を
反
映
す
る
と
み

な
し
て
い
る
（
注
29)
。
た
と
え
ば
受
期
簡
で
は
、
両
日
の
間
隔
が
短

い
も
の
は
二
、
三
日
、
長
い
も
の
は
二

0
日
以
上
に
お
よ
ん
で
い

る
。
谷
口
氏
は
、
数
日
ま
で
は
国
都
の
近
隣
で
、
二

0
日
以
上
は

遠
隔
地
と
想
定
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
先
に
み
た
受
期
六
二
簡
の
「
某
郡
」
は
、
そ
の

間
隔
が
一
九
日
で
あ
り
、
か
な
り
の
遠
隔
地
と
な
る
。
ま
た
「
司

徳
の
秀
陽
」
は
、
期
日
に
安
陸
の
人
を
連
れ
て
来
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
紀
南
城
か
ら
、
審
理
の
時
間
を
入
れ
て
往

復
で
一
九
日
を
必
要
と
し
、
安
陸
に
近
い
地
と
す
れ
ば
、
あ
る
い

は
こ
の
「
某
郡
」
と
は
、
湖
北
省
雲
夢
県
に
あ
る
楚
王
城
か
も
し

れ
な
い
（
注
30)0

ま
た
受
期
五
一
簡
の
「
陰
侯
」
の
地
は
、
一
三
一

s
一
三
九
簡

の
案
件
に
出
て
く
る
よ
う
に
、
湖
北
省
襄
奨
市
か
ら
西
北
の
方
面

に
比
定
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
の
間
隔
は
一
六
日
で
あ
る
。
こ
れ

た
だ
し
受
期
簡
で
、
両
者
の
間
隔
が
四

0
日
以
上
に
及
ぶ
ケ
ー

も
案
件
の
処
理
を
ふ
く
め
れ
ば
、
お
お
む
ね
妥
当
な
距
離
で
あ
ろ

{？ 

図2 文書簡にみえる訴訟と審理

「所匝」 「受期」

E=J 闘〕：二〔，岳〕じ~．． 
： ② ： 〔訴訟〕 ：： 
： 〔訴訟〕 ’—-----------------------------·: ： ① 「疋獄」
-------------------------------------------------

(129) 



ス
は
、
少
し
事
情
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
二

O
簡
（
一

九
日
）
は
、
そ
の
約
束
を
「
不
貞

S
以
致
命
」
と
し
、
二
三
簡
（
四

四
日
）
は
「
不
追

S
以
盟

S
」
、
四
三
簡
（
四
二
日
）
は
「
不
蹄

S

以
致
命
於
郡
」
、
四
四
簡
（
四
二
日
）
は
「
不
帰
登
人
之
金
」
、
六

七
簡
（
五
三
日
）
は
「
不
蛇

S
以
致
命
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
距

離
が
遠
隔
で
あ
る
よ
り
も
、
処
理
の
違
い
に
よ
る
時
間
を
考
慮
し

た
間
隔
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
疋
獄
、
所
證
、
受
期
の
形
式
を
み
る
と
、
そ
れ
ら

は
左
手
の
訴
訟
の
審
理
に
関
連
し
な
が
ら
、
直
接
的
な
処
理
や
伝

達
の
過
程
を
示
す
文
書
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
背
面
の
記
載

が
少
な
く
、
と
く
に
そ
の
他
の
文
書
の
よ
う
な
受
信
と
発
信
の
記

載
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
文
書
が
、
た
と
え
中

央
の
項
目
だ
け
の
控
え
と
し
て
も
、
こ
こ
に
は
紀
南
城
の
周
辺
と
、

楚
の
影
普
下
に
あ
る
地
方
と
の
関
係
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
図
2
は
、
そ
の
要
点
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

文
書
簡
の
社
会
シ
ス
テ
ム

（
二
）
さ
ま
ざ
ま
な
案
件

こ
れ
に
対
し
て
、
さ
ら
に
具
体
的
な
楚
国
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を

伝
え
る
文
書
簡
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
集
箸
と
集
箸
言
、
そ
の
他

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
集
箸
と
集
箸
言
の
題
目
は
、
一
簡

（
六
五
セ
ン
チ
）
と
一
四
簡
（
六
四
・
セ
ン
チ
）
に
記
し
て
い

る
が
、
残
る
文
書
簡
の
長
さ
は
六
五
セ
ン
チ
前
後
が
三
本
で
、
一

三
本
は
約
六
九
セ
ン
チ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
竹
簡
の
長
さ
か
ら
み

れ
ば
、
タ
イ
ト
ル
と
内
容
が
ど
こ
ま
で
対
応
す
る
か
は
確
定
し
に

く
い
。
ま
た
そ
の
他
の
文
書
簡
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
も
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
具
体
的
な
内
容
を
記
す
竹
簡
を
中
心
に
、
中
央

と
地
方
を
結
ぶ
情
報
を
考
え
て
み
よ
う
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
と
く
に
背
面
の
記
載
形
式
に
特
徴
が
あ

る
。
た
と
え
ば
集
箸
言
の
一
五

S
一
七
簡
の
表
裏
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
形
式
で
あ
る
。

「
僕
五
師
宵
信
之
司
敗
若
。
敢
告
視
日
…
…
」
一
五
簡

「
於
そ
左
五
ノ

l-

。
證
之
新
偕
迅
手
丹
…
…
」
一
六
簡

「

手

。

不

敢

不

告

視

日

。

」

一

七

簡

「

＼

左

手

」

一

七

反

「

十

月

甲

申

。

王

證

」

一

六

反

「
五
師
宵
信
之
司
敗
告
謂
：
・
…
」
-
五
反

こ
れ
は
正
面
の
文
書
が
連
続
し
て
、
五
師
宵
侑
の
司
敗
か
ら
視

日
（
楚
王
）
へ
の
上
訴
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
視
日
が
左

手
に
證
し
、
左
手
が
新
偕
迅
手
に
證
し
た
経
過
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
一
五
簡
の
背
面
で
は
、
ま
ず
五
師
宵
信
の
司
敗
が

告
げ
た
内
容
を
要
約
し
、
一
六
簡
の
背
面
で
、
王
が
左
手
に
證
＇

た
日
付
を
記
し
、
一
七
簡
の
背
面
に
「
左
手
」
と
記
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
文
書
は
、
た
だ
案
件
を
書
写
し
た
だ
け
で
な
く
、
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背
面
に
受
信
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
陰
侯
の
地
で
の

件
を
記
し
た
、
文
書
一
三
二

S
一
三
五
簡
の
案
件
も
同
じ
形
式
で

あ
る
。

「
…
…
。
敢
告
於
視
日
。
…
…
」
一
三
二
簡

「

〔

告

訴

の

経

過

〕

」

一

三

三

簡

「

〔

告

訴

の

経

過

〕

」

一

三

四

簡

「
…
…
僕
不
敢
不
告
於
視
日
。
」
一
三
五
簡

「

左

手

以

王

命

告

湯

公

…

…

」

一

三

五

反

「

〔

空

白

〕

」

一

三

四

反

「

〔

空

白

〕

」

一

三

三

反

「
（
年
月
日
）
某
手
某
従
郡
以
此
等
来
」
一
三
二
反

こ
の
文
書
も
、
表
面
に
連
続
し
て
「
秦
競
夫
人
之
人
」
の
告
訴

を
記
し
な
が
ら
、
背
面
に
は
左
側
の
竹
簡
に
、
前
三
一
七
年
六
月

に
「
郡
か
ら
文
書
が
来
た
」
と
い
う
受
信
と
、
右
側
に
「
左
手
が

王
命
を
以
て
湯
公
に
告
す
」
と
い
う
発
信
を
記
録
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
文
書
は
、
疋
獄
、
所
證
、
受
期
簡
の
形
式
と
違
っ
て
、

実
際
に
案
件
を
伝
達
し
て
処
理
す
る
経
過
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ

は
単
な
る
項
目
の
控
え
で
は
な
く
、
中
央
か
ら
実
際
に
伝
達
さ
れ

た
文
書
の
控
え
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
文
書
簡
の
形
式
は
、
秦
代
の
里
耶
故
城
か
ら
出
土

し
た
木
閥
と
、
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
（
注
31)
。
里
耶
秦
簡
は
、

ま
だ
三

0
数
点
の
サ
ン
プ
ル
が
公
表
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ

こ
で
は
表
面
に
文
書
を
写
し
、
裏
面
の
左
側
に
受
信
を
、
右
側
に

発
信
の
記
録
を
記
し
た
形
式
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
里
耶

秦
簡
は
、
秦
代
郡
県
制
の
遷
陵
県
で
文
書
を
処
理
し
た
控
え
で
あ

る
が
、
戦
国
楚
の
中
央
に
属
す
る
左
手
の
官
府
で
も
、
こ
れ
と
よ

く
似
た
文
書
の
伝
達
を
記
録
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
包
山
楚
簡

の
文
書
簡
は
、
全
て
の
簡
に
伝
達
の
記
録
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
以
上
の
形
式
に
よ
っ
て
、
中
央
と
地
方
を
結
ぶ
社
会
シ
ス
テ

ム
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

集
箸
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
郡
の
周
辺
を
述
べ
た
七
、
八
簡
で

あ
る
（
注
32)0

齊
客
陳
豫
賀
王
之
歳
。
八
月
乙
酉
之
日
。
王
廷
於
藍
郡
之
遊

宮
。
焉
命
大
莫
器
屈
陽
為
命
邦
人
内
其
微
典
。
威
王
之
墨
以

内
其
臣
之
禦
典
。
悪
之
子
庚
一
夫
。
居
郡
里
。

7

司
馬
徒
箸

之
。
庚
之
子
昭
一
夫
・
餡
之
子
花
一
夫
。
未
在
典
。

こ
こ
で
は
前
三
ニ
―
年
の
楚
八
月
に
、
大
莫
器
の
屈
陽
に
命
じ

て
、
「
典
」
名
籍
に
か
か
わ
る
審
理
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
の
実
態

は
不
明
で
あ
る
が
、
某
懸
の
子
で
あ
る
庚
は
郡
里
に
居
住
し
て
い

な
が
ら
、
そ
の
子
の
昭
と
孫
の
花
は
未
登
録
と
い
う
こ
と
が
問
題

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
楚
王
が
藍
郡
の
遊
宮
に
滞
在
し
て
い

る
と
き
、
中
央
の
大
莫
器
の
屈
氏
と
、
郡
里
に
居
住
し
て
い
る
一

族
の
動
向
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
郡
都
の
周
辺
の
情
勢
を
伝
え

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
集
箸
に
は
、
国
都
の
周
辺
で
起
こ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
案

件
が
あ
る
。
文
書
―
二
、
一
三
簡
は
、
前
三
一
七
年
の
楚
五
月
に
、

子
左
手
が
渫
陵
邑
大
夫
に
命
じ
て
、
室
人
の
「
典
」
を
審
理
さ
せ
、

潔
陵
大
雹
某
が
そ
の
文
書
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
漂

陵
が
国
都
の
周
辺
か
は
不
明
で
あ
る
が
‘
―
二
六

S
―
二
七
簡
と

―
二
八
簡
を
み
る
と
、
も
う
少
し
潔
陵
を
め
ぐ
る
状
況
が
わ
か
る
。

東
周
之
客
許
経
致
昨
於
萩
郵
之
歳
。
夏
原
之
月
癸
卯
之
日
。

子
左
手
命
潔
陵
之
雹
大
夫
睦
州
里
人
陽
錆
之
典
其
父
陽
年
同

室
奥
不
同
室
。
大
雹
核
、
大
畦
手
師
言
謂
。
陽
錆
不
奥
其
父
l

2
6

陽
年
同
室
。
銑
居
郡
。
典
其
季
父
某
連
跳
陽
必
同
室
。

大
宮
衷
内
氏
蒔
。

1
2
7

(
―
二
六

S
―
二
七
簡
）

こ
こ
で
も
前
三
一
七
年
の
楚
五
月
に
、
子
左
手
が
潔
陵
邑
大
夫

に
命
じ
て
、
州
里
人
で
あ
る
陽
一
族
が
同
居
か
別
居
か
を
問
題
と

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
大
雹
咳
が
、
陽
錆
は
郡
に
居
住

し
て
い
る
と
述
べ
て
お
り
、
潔
陵
の
州
が
国
都
の
周
辺
に
あ
る
こ

と
が
推
定
で
き
る
。
ま
た
―
二
八
簡
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

左
弄
輿
郭
公
賜
、
正
婁
窓
、
正
令
墾
、
王
私
司
敗
過
、
少
里

喬
典
手
羽
、
邸
路
手
指
、
発
手
利
之
命
謂
。
菜
陵
雹
大
夫
司

敗
睦
菜
陵
之
州
里
人
陽
錯
之
不
典
其
父
陽
年
同
室
。
夏
犀
之

月
己
酉
之
日
。
思
一
識
獄
之
主
以
致
命
。
不
致
命
。
陸
門
有

敗。
1
2
8

(
―
二
八
簡
）

喬
佐

夏
犀
之
月
癸
卯
之
日
。
識
言
市
以
至
。
既
渉
於
喬
輿
゜

僕
受
之
。
其
睦
゜
識
言
市
既
以
返
。

1
2
8

反
(
―
二
八
反
）

こ
の
正
面
で
は
、
左
手
と
そ
の
官
員
が
菜
陵
の
宮
大
夫
・
司
敗

に
命
じ
て
、
州
里
人
の
陽
一
族
が
同
居
か
別
居
か
を
問
う
て
い
る
。

そ
し
て
楚
五
月
己
酉
の
日
に
命
令
を
致
し
て
い
る
。
ま
た
背
面
に

よ
れ
ば
、
楚
五
月
癸
卯
の
日
（
己
酉
か
ら
三
十
一
日
目
）
に
回
答

し
た
こ
と
に
な
る
（
注
33)°

こ
の
月
日
は
‘
―
二
六

S
―
二
七
簡
で

大
宮
衷
の
回
答
と
同
日
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
命
令
と
回
答
の
日

時
は
隔
た
っ
て
い
る
が
、
左
手
の
官
府
と
、
陽
氏
が
郡
に
住
む
潔

陵
の
州
は
、
と
も
に
国
都
の
周
辺
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
同
じ
よ
う
に
、
文
書
―
四
一

s
一
四
四
簡
に
は
、
左
手
の

官
員
と
や
り
と
り
を
す
る
「
秦
大
夫
某
の
州
里
公
」
と
、
そ
の
州

人
で
あ
る
人
物
の
案
件
が
み
え
て
い
る
。
陳
偉
氏
に
よ
れ
ば
、
「
州
」

は
受
期
簡
で
処
理
の
日
数
が
早
い
地
域
で
あ
り
、
こ
の
案
件
は
同

じ
日
に
双
方
が
左
手
の
官
員
に
陳
述
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
左
手

の
官
府
と
と
も
に
楚
都
に
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
（
注
34)°

し
た
が

っ
て
秦
大
夫
某
の
州
と
そ
の
州
里
公
は
、
国
都
の
周
辺
に
い
た
こ

と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
「
州
」
が
国
都
の
周
辺
に
位
置
す
る
な
ら
、

他
の
文
書
簡
に
み
え
る
州
も
ま
た
紀
南
城
の
周
辺
に
位
置
す
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
文
書
簡
を
み
る
と
、
意
外
に
も
国
都
の
周
辺
に
関
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す
る
案
件
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
ほ
か
地
方
で
の
案
件
は
、

す
で
に
陳
偉
『
包
山
楚
簡
初
探
』
第
三
章
「
地
域
政
治
系
統
」
で

論
じ
て
お
り
、
ま
た
私
も
「
黄
金
」
に
関
す
る
県
レ
ベ
ル
の
地
域

や
、
下
察
の
案
件
、
陰
侯
の
地
で
の
案
件
と
、
封
君
の
推
定
地
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
（
注
35)°

し
た
が
っ
て
包
山
楚
簡
で
は
、
こ

れ
ら
の
地
名
考
証
に
よ
っ
て
、
国
都
の
周
辺
と
と
も
に
、
さ
ら
に

各
地
の
案
件
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
戦
国

楚
で
は
、
県
レ
ベ
ル
の
機
構
と
と
も
に
、
封
君
な
ど
の
地
に
官
員

と
従
属
す
る
人
び
と
が
多
く
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
裁
判
の
争

い
や
不
正
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

以
上
が
文
書
簡
に
み
え
る
情
報
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
包
山
楚
簡
と
あ
わ
せ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
郡
君
啓
節
に
み

え
る
戦
国
楚
の
領
域
と
交
通
路
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
郡
君
啓
節
に

は
、
包
山
楚
簡
と
同
じ
く
懐
王
期
（
前
三
二
二
）
の
大
事
紀
年
と
、

水
陸
の
交
通
路
を
記
し
て
お
り
、
戦
国
中
期
の
情
勢
を
伝
え
て
い

る
か
ら
で
あ
る
（
注
36)
。
そ
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
懐
王
期
の
楚
は
本

拠
と
な
る
領
域
と
、
さ
ら
に
東
方
へ
の
軍
事
的
な
進
出
を
ふ
く
め

て
、
ほ
ぼ
長
江
中
下
流
域
を
統
合
し
た
と
い
え
る
情
勢
と
な
っ
て

い
た
。
し
か
し
前
二
八
四
年
に
斉
の
臨
泄
が
陥
落
し
た
あ
と
、
前

二
七
八
年
に
秦
軍
が
楚
の
都
・
郡
を
陥
落
さ
せ
る
と
、
そ
こ
に
南

郡
を
設
置
し
て
占
領
統
治
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
楚
は
、
東
方

の
陳
に
遷
都
し
、
最
後
は
淮
水
流
域
の
寿
春
に
都
を
置
い
た
。
こ

のような情勢で、包山楚簡の内容をみると、中央と地方

を結ぶ社会システムの範囲がよく理解できるであろう。

灰分 太ケ薮 番号 馬;,;:cm 年代レ内容

5そ9の枚他
12 10 3 ~ ! ! 4 簡簡 54.9~55.2 前前 322、黄黄金金の文書書
5 115~119 68.2~68.5 322、 の文

----------------------------------------------------------
所除證くを 4 120-123簡 68.3 -69.8 

2 1 2 4 、1 2 5 簡簡 68.3 
2 126、簡127 69.5, 69.8 
1 128 69 
2 129、13039簡簡 64.6, 64.7 ， 131~1 64.6~66.5 
1 140簡 65 
4 141~144 簡 64.8, 65 

145簡
-----------・前--3・・1・7・の・・案・・件・・、・・背・・・面・・・・・・・----

1 64.8 
2 146、間147簡 67 , 68.5 
1 148 64.5 「客発竿」の 3字
1 149 68.3 
1 150簡 64.5 

背食封面邑にに 「客す発る案竿件」2 151、152簡 66 
2 153、簡154簡 65.1 , 69.5 邑の境関「界
1 155 69 背末面に •••證之左手」之
1 1 5 6 簡冒 64 尾に「…子陵手證 」
1 157 66 背面に文あり
1 158 67.7 
1 159簡 64.4 
1 1 6 0 簡簡 65.3 
1 161 66.1 

表 7 文書類の寸法と内容
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包
山
楚
簡
の
文
書
簡
は
、
左
手
の
官
府
に
出
さ
れ
た
訴
訟
や
、

そ
れ
を
処
理
し
た
官
員
と
手
続
き
の
控
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
が

書
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
書
簡
に
は
、
共
通
す
る
書
記
の
名
が

み
え
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
左
手
の
官
府
で
処
理
さ
れ
た
案
件

の
記
録
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
、
楚
の
領
域
に
ふ

く
ま
れ
る
各
地
の
案
件
を
受
け
取
り
、
中
央
か
ら
各
地
の
官
員
に

審
理
を
委
ね
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
範
囲
は
、
郡
君
啓
節
の
水

陸
交
通
路
と
く
ら
べ
る
と
、
お
お
む
ね
国
都
の
周
辺
と
、
楚
国
の

境
界
と
関
所
の
内
側
の
地
名
が
多
く
、
湖
南
省
や
長
江
下
流
域
、

淮
水
流
域
の
方
面
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
（
注
37)
。
ま
た
告
訴
や
審

理
に
み
え
る
官
員
と
身
分
か
ら
は
、
楚
国
の
領
域
に
封
君
な
ど
の

勢
力
が
多
く
存
在
す
る
社
会
構
造
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
が
包
山

楚
簡
に
み
え
る
戦
国
楚
の
社
会
情
勢
で
あ
り
、
そ
れ
は
戦
国
秦
が

郡
県
制
を
中
心
と
す
る
中
央
集
権
制
を
強
く
押
し
進
め
る
形
態
と

は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
（
注
38)
。
そ
し
て
秦
の
占
領
の
あ
と
、
包

山
楚
簡
に
み
え
る
社
会
構
造
と
シ
ス
テ
ム
は
、
江
陵
地
区
で
は
な

く
、
む
し
ろ
東
方
の
淮
水
流
域
に
温
存
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

楚
の
左
手
の
文
書
は
、
秦
漢
時
代
に
丞
相
や
御
史
の
官
府
で
処

理
を
し
た
律
令
や
命
令
、
行
政
文
書
で
は
な
く
、
廷
尉
の
職
務
で

あ
る
司
法
・
裁
判
に
か
か
わ
る
文
書
に
近
い
と
い
え
よ
う
。
こ
れ

は
卜
筵
祭
祷
簡
の
情
報
が
、
秦
漢
時
代
に
祭
祀
儀
礼
を
司
る
奉
常

の
官
府
に
属
す
る
太
史
•
太
祝
•
太
卜
の
系
統
と
同
じ
よ
う
な
機

能
（
王
朝
の
シ
ス
テ
ム
）
を
示
す
の
に
対
し
て
、
そ
の
内
容
は
行

政
機
能
の
一
部
に
限
定
さ
れ
る
が
、
い
わ
ば
中
央
と
地
方
社
会
を

結
ぶ
情
報
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
文
書
簡
に
は
、
地
方

官
府
に
属
す
る
官
員
や
、
そ
こ
で
生
活
す
る
人
び
と
の
情
報
（
楚

国
の
社
会
シ
ス
テ
ム
）
が
ふ
く
ま
れ
、
地
方
行
政
や
歴
史
地
理
研

究
の
基
礎
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
と
き
「
所
證
」
で
は
、
連
続
し
た
控
え
で
あ
り
な
が
ら
、

一
年
す
べ
て
の
記
載
で
は
な
い
こ
と
や
、
受
期
簡
と
共
通
す
る
期

間
に
、
必
ず
し
も
対
応
す
る
案
件
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、

文
書
の
全
体
で
は
な
く
一
部
の
抄
写
を
示
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
そ
の
年
代
は
、
文
書
簡
の
な
か
で
も
比
較
的
早
い
時
期

の
資
料
は
、
あ
る
い
は
す
で
に
失
効
し
た
文
書
を
ふ
く
む
か
も
し

れ
な
い
。
そ
し
て
こ
う
し
た
情
報
を
も
つ
竹
簡
が
墓
に
副
葬
さ
れ

た
の
は
、
墓
主
を
追
悼
す
る
た
め
に
、
年
代
の
古
い
文
書
で
廃
棄

さ
れ
た
も
の
や
、
あ
る
い
は
文
書
の
一
部
を
抜
粋
し
て
保
存
し
た

可
能
性
が
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
包
山
楚
簡
を
中
心
と
し
て
、
戦
国
楚
の
情
報
伝
達

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
楚
文
化
と
楚
国
の
社
会
シ
ス

お
わ
り
に
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テ
ム
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
卜
箇
祭
祷
簡
と
遣
策
か
ら
は
、
楚
国
に
楚
暦
を
作
成
す
る

役
職
と
、
楚
の
祖
先
を
祭
る
役
職
と
が
想
定
さ
れ
、
卜
筑
を
担
当

す
る
貞
人
た
ち
は
、
こ
う
し
た
楚
国
の
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
、
活

動
し
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
れ
は
漢
代
で
い
え
ば
、
ち
ょ
う

ど
奉
常
（
太
常
）
に
所
属
す
る
太
史
、
太
祝
、
太
卜
の
職
務
と
よ

く
似
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
楚
国
で
は
、
暦
法
や
祭
祀
・
ト
筵
の

方
法
に
他
国
と
の
類
似
が
み
え
る
と
し
て
も
、
楚
の
大
事
紀
年
や

系
譜
、
楚
の
習
俗
に
も
と
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
自
の
シ
ス
テ

ム
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
戦
国
時
代
の
楚
に
は
、
こ
の
よ
う
な
暦
と
祭
祀
の
シ
ス

テ
ム
や
習
俗
だ
け
で
は
な
く
、
中
央
と
地
方
を
結
ぶ
社
会
シ
ス
テ

ム
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
示
す
の
が
、
包
山
楚
簡
の
文
書

簡
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
左
手
の
官
府
を
中
心
と
し
て
、
裁
判
の
案

件
を
処
理
し
た
控
え
や
、
具
体
的
な
案
件
が
保
存
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
「
都
君
啓
節
」
に
み
え
る
交
通
と
関

所
の
往
来
を
あ
わ
せ
て
み
れ
ば
、
戦
国
中
期
ま
で
に
楚
で
は
領
土

国
家
の
形
態
を
も
っ
て
お
り
、
楚
国
の
地
方
統
治
と
、
封
君
な
ど

が
存
在
す
る
社
会
構
造
の
一
端
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
包
山
楚
墓
で
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
の
一
部
が
、
失
効
し
た
も
の

か
、
あ
る
い
は
墓
主
の
事
績
を
追
悼
す
る
も
の
と
し
て
書
き
写
さ

れ
、
他
の
物
品
と
と
も
に
副
葬
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き

卜
筑
祭
祷
簡
と
文
書
簡
は
、
同
じ
く
楚
国
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
も

と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
楚
文
化
と
社
会
構
造
を
示
す
情
報
を
も
っ

こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
こ
か
ら
派
生
し
て
、
古
墓
か
ら
出
土
す
る
資
料
の
な
か

で
、
楚
紀
年
や
月
名
な
ど
の
情
報
が
な
い
書
籍
を
ど
の
よ
う
に
理

解
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
二

つ
の
伝
達
ル
ー
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
注
3
9
)
0

―
つ
は
、
卜
筵
祭
祷
簡
や
文
書
簡
と
同
じ
よ
う
に
、
一
度
は
都
城

を
中
心
と
す
る
首
都
圏
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
楚
文
化
の
影
署
を
及

ぼ
し
た
地
域
に
、
交
通
路
線
に
そ
っ
て
伝
達
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ

る
。
も
う
―
つ
は
、
各
地
の
交
通
路
線
に
そ
っ
て
、
直
接
的
に
墓

主
の
居
住
す
る
地
に
も
た
ら
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
に
は

春
申
君
な
ど
の
封
君
に
往
来
す
る
遊
説
家
や
諸
子
、
客
な
ど
の
伝

え
が
、
そ
の
類
推
と
な
ろ
う
。
河
南
省
の
信
陽
楚
墓
の
竹
簡
や
、

湖
南
省
長
沙
市
の
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
資
料
、
滋
利
石
板
村
楚
墓

の
竹
簡
、
郭
店
楚
墓
の
竹
簡
な
ど
は
、
そ
の
内
容
と
思
想
を
分
析

す
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
社
会
の
情
報
伝
達
の
な
か
で
理
解
す

る
視
点
が
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。

こ
の
よ
う
に
包
山
楚
簡
が
ふ
く
む
情
報
の
分
析
は
、
楚
国
の
社

会
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
戦
国
楚
簡
の
性
格
を

考
え
る
た
め
に
も
有
益
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。
そ
し
て
楚
の
社

会
背
景
の
な
か
で
、
か
ら
出
土
し
た
遣
策
と
卜
筑
祭
祷
簡
、
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(
1
)
拙
著
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
）
。

ま
た
李
学
勤
『
東
周
与
秦
代
文
明
』
増
訂
本
（
文
物
出
版
社
、
一
九

九
一
）
、
江
村
治
樹
『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』

（
汲
古
書
院
、
二

O
O
O
)
は
、
各
国
の
武
器
や
青
銅
器
、
陶
器
、

貨
幣
な
ど
の
器
物
銘
文
を
集
成
し
て
、
戦
国
諸
国
の
君
主
権
力
と
地

方
社
会
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

(
2
)
出
土
資
料
の
概
略
は
、
永
田
英
正
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
（
同
朋
舎

出
版
、
一
九
八
九
）
、
耕
宇
窯
•
段
書
安
編
著
『
本
世
紀
以
来
出
土
簡

吊
概
述
』
（
台
北
市
、
万
巻
楼
図
書
、
一
九
九
九
）
な
ど
。
思
想
史
で

は
『
中
国
研
究
集
刊
』
三
三
号
「
新
出
土
資
料
と
中
国
思
想
史
」
（
大

阪
大
学
中
国
学
会
、
二

0
0
三
）
、
浅
野
裕
一
・
湯
浅
邦
弘
編
『
諸
子

百
家
〈
再
発
見
〉
ー
掘
り
起
こ
さ
れ
る
古
代
中
国
思
想
』
（
岩
波
書
店
、

二
0
0
四
）
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、
廣
瀬
薫
雄
「
荊
州
地
区
出
土
戦

国
楚
簡
」
（
二

0
0
四
年
―
二
月
、
木
簡
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
）

は
、
包
山
楚
簡
と
郭
店
楚
簡
、
上
海
博
物
館
蔵
楚
簡
を
中
心
に
整
理

を
し
て
、
楚
墓
の
考
古
学
的
な
年
代
と
、
思
想
史
の
上
で
議
論
さ
れ

注

文
書
簡
、
書
籍
を
位
置
づ
け
る
視
点
に
よ
っ
て
、
今
後
は
歴
史
学

と
思
想
史
な
ど
の
議
論
が
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

て
い
る
年
代
の
相
違
が
焦
点
の
―
つ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
3
)
李
均
明
・
劉
軍
『
簡
韻
文
書
学
』
（
広
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
）
、

李
均
明
『
古
代
簡
韻
』
（
文
物
出
版
社
、
二

0
0
三
）
は
、
文
書
の
分

類
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。
ま
た
拙
稿
「
中
国
出
土
資
料
と
地
域
社

会
」
（
『
資
料
学
の
方
法
を
考
え
る

(
4
)
』
愛
媛
大
学
法
文
学
部
、
ニ

0
0
五
）
は
、
出
土
資
料
を
全
体
的
に
と
ら
え
る
視
点
と
し
て
、
城

郭
都
市
と
そ
の
周
辺
に
あ
る
基
層
社
会
（
秦
漢
時
代
の
県
レ
ベ
ル
の

領
域
）
を
想
定
し
、
そ
こ
で
生
活
す
る
人
び
と
に
伝
達
さ
れ
た
資
料

と
考
え
て
い
る
。

(
4
)
湖
北
省
荊
沙
鉄
路
考
古
隊
『
包
山
楚
墓
』
、
同
『
包
山
楚
簡
』
（
文

物
出
版
社
、
一
九
九
一
）
。

(
5
)
陳
偉
『
包
山
楚
簡
初
探
』
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
）
、
拙

稿
「
書
評
~
包
山
楚
簡
研
究
の
新
段
階
」
（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』

二
、
一
九
九
八
）
。
張
光
裕
主
編
『
包
山
楚
簡
文
字
編
』
（
芸
文
印
書

館
、
一
九
九
二
）
、
膝
壬
生
『
楚
系
簡
吊
文
字
編
』
（
湖
北
教
育
出
版

社
、
一
九
九
五
）
、
張
守
中
撰
集
『
包
山
楚
簡
文
字
編
』
（
文
物
出
版

社
、
一
九
九
六
）
。

(
6
)

池
田
雄
一
「
戦
国
楚
の
法
制
」
（
中
央
大
学
文
学
部
『
紀
要
』
一
五

O
、
一
九
九
三
）
、
工
藤
元
男
「
包
山
楚
簡
『
卜
箆
祭
祷
簡
』
の
構
造

と
シ
ス
テ
ム
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
五
九
―
四
、
二

0
0
1
)
、
谷
口
満

「
包
山
楚
簡
受
期
簡
釈
地
」
（
『
先
秦
楚
国
歴
史
地
理
研
究
』
科
学
研

究
報
告
書
、
東
北
学
院
大
学
、
二

0
0
三
）
、
廣
瀬
薫
雄
「
包
山
楚
簡
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『
所
證
』
分
析
」
（
『
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
五
、
東
京
大
学
、

1
0
0
 
I

)

、
同
「
包
山
楚
簡
に
み
え
る
証
拠
制
度
に
つ
い
て
」
（
郭

店
楚
簡
研
究
会
編
『
楚
地
出
土
資
料
と
中
国
古
代
文
化
』
汲
古
書
院
、

二
0
0
二
）
な
ど
。

(
7
)
前
掲
『
包
山
楚
墓
』
。
そ
の
周
辺
の
楚
墓
は
、
郭
徳
維
『
楚
系
墓
葬

研
究
』
楚
学
文
庫
（
湖
北
教
育
出
版
社
、
一
九
九
五
）
、
同
『
楚
都
紀

南
城
復
原
研
究
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
）
な
ど
。

(
8
)
釈
文
は
、
で
き
る
だ
け
通
用
字
と
し
た
。
そ
の
後
の
釈
文
研
究
は
、

劉
信
芳
『
包
山
楚
簡
解
詰
』
（
芸
文
印
書
館
、
二

0
0
三
）
、
荊
門
市

博
物
館
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
）
、
馬
承
源

主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
一
＼
第
四
冊
（
上
海
古
籍

出
版
社
、
二

001~ 

ニ
0
0
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
本
稿
で

は
、
陳
偉
氏
の
御
教
示
を
え
た
。

(
9
)
彰
浩
「
包
山
二
号
楚
墓
卜
筵
和
祭
祷
竹
簡
的
初
歩
研
究
」
（
前
掲
『
包

山
楚
墓
』
上
冊
）
、
李
零
「
包
山
楚
簡
研
究
（
占
卜
類
）
」
（
『
中
国
典

籍
与
文
化
論
叢
』
第
一
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
九
三
）
、
陳
偉
前
掲
『
包

山
楚
簡
初
探
』
、
池
澤
優
「
祭
ら
れ
る
神
と
祭
ら
れ
ぬ
神
ー
戦
国
時
代

の
楚
の
『
卜
筵
祭
祷
記
録
』
竹
簡
に
見
る
霊
的
存
在
の
構
造
に
関
す

る
覚
書
」
（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
七
）
、
工
藤
前

掲
「
包
山
楚
簡
『
卜
筵
祭
祷
簡
』
の
構
造
と
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
。

(10)
楚
暦
に
つ
い
て
は
、
王
紅
星
「
包
山
簡
讃
所
反
映
的
楚
国
暦
法
問

題
」
、
劉
彬
徽
「
従
包
山
楚
簡
紀
時
材
料
論
及
楚
国
紀
年
与
楚
暦
」
（
以

上
、
前
掲
『
包
山
楚
墓
』
）
、
陳
偉
前
掲
『
初
探
』
第
一
章
を
は
じ
め
、

そ
の
後
も
多
く
の
研
究
が
あ
る
。

(11)

劉
彬
徽
前
掲
論
文
や
、
工
藤
元
男
『
睡
虎
地
秦
簡
よ
り
み
た
秦
代

の
国
家
と
社
会
』
（
創
文
社
、
一
九
九
八
）
な
ど
。

(12)
池
澤
前
掲
論
文
で
は
、
祷
辞
は
第
一
次
占
辞
を
承
け
て
「
降
祟
災

禍
」
を
解
除
す
る
方
法
を
貞
人
が
提
示
し
た
も
の
で
、
そ
の
当
否
を

判
断
し
た
も
の
が
、
第
二
次
占
辞
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
「
以
其
故

敗
之
」
「
思
攻
解
於
…
…
」
の
解
釈
は
、
工
藤
元
男
氏
が
諸
説
を
整
理

し
て
お
り
、
そ
の
大
略
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

(13)
『
史
記
』
巻
四
〇
楚
世
家
に
、

周
文
王
之
時
。
季
連
之
苗
裔
日
際
熊
°
際
熊
子
事
文
王
。
蚤
卒
。
其

子
日
熊
麗
。
熊
麗
生
熊
狂
。
熊
狂
生
熊
繹
゜

(14)
楚
の
祖
先
に
つ
い
て
は
、
工
藤
前
掲
「
包
山
楚
簡
『
卜
座
祭
祷
簡
』

の
構
造
と
シ
ス
テ
ム
」
の
ほ
か
、
李
学
勤
「
論
包
山
簡
中
一
楚
祖
先

名
」
（
『
文
物
』
一
九
八
八
年
八
期
）
、
李
家
浩
「
包
山
竹
簡
所
記
楚
祖

先
名
及
其
相
関
問
題
」
（
『
文
史
』
四
二
輯
、
一
九
九
七
）
、
陳
偉
前
掲

『
初
探
』
第
六
章
な
ど
の
考
察
が
あ
る
。

(15)
こ
の
ほ
か
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
聖
（
声
王
）
夫
人
之
人
」
（
疋

獄
八
四
簡
）
、
「
粛
王
宅
人
」
（
所
證
一
七
四
簡
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た

岡
村
秀
典
『
中
国
古
代
王
権
と
祭
祀
』
第
八
章
「
先
秦
時
代
の
身
分

制
と
祭
祀
像
礼
」
第
五
節
「
祭
祷
に
と
も
な
う
供
犠
」
（
学
生
社
、
ニ

0
0
五
）
は
、
楚
の
卜
笙
祭
祷
簡
の
祖
先
と
動
物
儀
牲
を
考
察
し
て
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い
る
。

(
1
6
)
張
家
山
漢
墓
竹
簡
整
理
組
編
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、

二
0
0
 
I

)

『
二
年
律
令
』
の
「
史
律
」
に
、
太
史
、
太
祝
、
太
卜
と

な
る
者
の
規
定
が
み
え
る
。

(17)
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
・
北
京
大
学
中
文
系
編
『
望
山
楚
簡
』
（
中

華
書
局
、
一
九
九
五
）
、
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
『
江
陵
望
山
沙
家

楚
墓
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
）
。

(
1
8
)
湖
北
省
荊
州
地
区
博
物
館
「
江
陵
天
星
観
一
号
楚
墓
」
（
『
考
古
学

報
』
一
九
八
二
年
一
期
）
、
湖
北
省
荊
州
博
物
館
『
荊
州
天
星
観
二
号

楚
墓
』
（
文
物
出
版
社
、
二

0
0
三）。

(
1
9
)
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
『
新
察
慈
陵
楚
墓
』
（
大
象
出
版
社
、
ニ

0
0
三
）
、
工
藤
元
男
「
平
夜
君
成
楚
簡
『
卜
笙
祭
祷
簡
』
初
探
ー
戦

国
楚
の
祭
祀
儀
礼
」
（
『
長
江
流
域
文
化
研
究
所
年
報
』
三
、
二

0
0

五
）
な
ど
。
な
お
表
で
は
、
参
考
ま
で
に
曽
侯
乙
墓
の
遣
策
を
あ
げ

た
が
、
こ
こ
に
も
楚
の
大
事
紀
年
の
形
式
が
あ
る
。

(
2
0
)
工
藤
元
男
「
祭
祀
儀
礼
よ
り
見
た
戦
国
楚
の
王
権
と
世
族
・
封
君

一
主
と
し
て
『
卜
筵
祭
祷
簡
』
『
日
書
』
に
よ
る
」
（
『
歴
史
学
研
究
』

七
六
八
、
二

0
0
二
）
は
、
卜
筵
祭
祷
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
楚
国

の
全
体
的
な
構
造
を
展
望
し
て
い
る
。

(
2
1
)
文
書
簡
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
包
山
楚
簡
よ
り
み
た
戦
国
楚
の
県

と
封
邑
」
（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
三
、
一
九
九
九
、
『
中
国
古
代
国

家
と
郡
県
社
会
』
汲
古
書
院
、
二

0
0
五
）
で
、
左
手
官
府
で
書
写

し
た
資
料
と
す
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

(
2
2
)
陳
偉
前
掲
『
初
探
』
第
二
章
「
文
書
制
度
」
。

(23)
廣
瀬
前
掲
「
包
山
楚
簡
『
所
證
』
分
析
」
。

(
2
4
)
八
五
簡
を
み
る
と
、
そ
の
背
面
の
上
部
に
「
既
検
竿
、
追
以
廷
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
陳
偉
氏
は
、
「
竿
」
を
被
告
に
発
す
る
文
書
と
し
、

「
遜
」
は
小
組
と
同
じ
く
「
率
い
る
」
意
味
と
し
て
、
お
お
む
ね
「
帯

着
出
庭
受
審
」
と
す
る
。
こ
の
と
き
八
五
簡
の
背
面
に
は
上
部
に
文

字
を
書
き
、
八
四
簡
の
中
央
に
《
疋
獄
》
と
書
く
の
は
、
や
や
不
自

然
で
は
あ
る
が
、
同
じ
よ
う
に
背
面
に
記
述
が
あ
る
八
五
、
八
四
、

八
六
簡
か
ら
始
ま
る
配
列
も
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。

(25)
廣
瀬
前
掲
「
包
山
楚
簡
『
所
證
』
分
析
」
。

(
2
6
)
そ
の
他
の
一
四
一
、
一
四
二
簡
に
は
、
左
手
の
吏
員
に
関
す
る
資

料
が
あ
る
。

東
周
之
客
許
程
蹄
昨
於
萩
郡
之
歳
。
奥
月
乙
巳
之
日
。
秦
大
夫
恰
之

州
里
公
周
祇
言
於
左
手
典
部
公
賜
·
偕
手
傑
•
正
婁
窓
•
正
令
翌
．

正
私
司
敗
過
•
少
里
喬
學
手
羽
・
邸
路
手
廃
·
検
手
利
。
蔽
言
日
。

…
…
0
 

1
4
1

…
…
。
秀
齊
識
之
。
拗
察
為
李
。

1
4
2

こ
こ
で
は
前
三
一
七
年
に
、
秦
大
夫
の
州
里
公
か
ら
左
手
の
官
府
に

訴
え
が
あ
り
、
左
手
ほ
か
官
府
の
吏
員
八
人
を
列
挙
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
人
物
は
‘
―
二
八
簡
と
一
四
三
簡
に
も
み
え
て
い
る
が
、
一

ニ
八
簡
に
は
「
偕
手
傑
」
の
名
が
な
い
。
陳
偉
氏
は
、
「
郎
公
賜
」
以

下
は
左
手
官
府
の
吏
員
で
、
ほ
ぽ
身
分
の
高
い
順
に
記
さ
れ
た
と
考
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え
て
い
る
。

(27)

二
九
簡
に
は
「
不
廷
」
と
だ
け
あ
り
、
こ
れ
ら
の
意
味
は
全
体
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

(28)

陳
偉
前
掲
『
初
探
』
第
二
章
「
文
書
制
度
」
に
、
署
名
の
人
物
に

関
す
る
考
察
が
あ
る
。

(29)

陳
偉
前
掲
『
初
探
』
第
三
章
、
谷
口
前
掲
「
包
山
楚
簡
受
期
簡
釈

地
」
な
ど
。

(30)

湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
他
「
泣
雲
夢
楚
王
城
発
掘
簡
報
」
（
『
文

物
』
一
九
九
四
年
四
期
）
。

(31)

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
等
「
湖
南
龍
山
里
耶
戦
国
ー
秦
代
故
城

一
号
井
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
二

0
0三
年
一
期
）
、
湖
南
省
文
物
考

古
研
究
所
、
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
文
物
処
「
湘
西
里
耶
秦
代
簡

韻
選
釈
」
（
『
中
国
歴
史
文
物
』
二

0
0
三
年
一
期
）
、
里
耶
秦
簡
講
読

会
「
里
耶
秦
簡
訳
註
」
（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
八
、
二

0
0
四）、

籾
山
明
「
龍
山
里
耶
秦
簡
」
（
二

0
0
四
年
―
二
月
、
木
簡
学
会
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
報
告
）
な
ど
。
ま
た
拙
稿
「
里
耶
秦
簡
と
秦
代
郡
県
の
社

会
」
（
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
一
九
、
二

0
0
五）

は
、
情
報
伝
達
の
視
点
か
ら
里
耶
秦
簡
の
形
式
と
内
容
を
論
じ
て
い

る。

(32)
陳
偉
前
掲
『
初
探
』
第
四
章
第
三
節
「
典
与
禦
典
」
。

(33)

こ
こ
で
は
同
一
の
月
と
す
れ
ば
、
三
十
日
を
超
え
て
し
ま
う
こ
と

が
注
意
さ
れ
る
。

(34)
陳
偉
前
掲
『
初
探
』
第
三
章
。

(35)
拙
稿
前
掲
「
包
山
楚
簡
よ
り
み
た
戦
国
楚
の
県
と
封
邑
」
。

(36)
陳
偉
『
楚
東
国
歴
史
地
理
研
究
』
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
）
、

拙
稿
「
戦
国
楚
の
領
域
形
成
と
交
通
路
」
(
-
九
九
四
、
前
掲
『
中
国

古
代
国
家
と
郡
県
社
会
』
）
。

(37)

拙
稿
前
掲
「
戦
国
楚
の
領
域
形
成
と
交
通
路
」
、
拙
稿
「
『
史
記
』

と
楚
文
化
ー
江
陵
•
雲
夢
の
地
域
社
会
」
（
『
「
社
会
科
」
学
研
究
』
ニ

八
、
一
九
九
四
）
、
同
「
《
史
記
》
与
楚
文
化
」
（
『
長
江
文
化
論
集
』

第
一
輯
、
湖
北
教
育
出
版
社
、
一
九
九
五
）
な
ど
。

(38)

拙
著
前
掲
『
中
国
古
代
国
家
と
郡
県
社
会
』
第
一
編
第
一
章
「
中

国
古
代
の
関
中
開
発
」
、
第
二
章
「
戦
国
秦
の
領
域
形
成
と
交
通
路
」
、

第
三
章
「
戦
国
・
秦
代
の
軍
事
編
成
」
な
ど
。

(39)

こ
の
点
は
、
拙
稿
「
中
国
古
代
史
に
お
け
る
秦
、
巴
蜀
、
楚
」
（
『
長

江
流
域
文
化
研
究
所
年
報
』
二
、
二

0
0
三
）
、
同
「
中
国
古
代
書
籍

と
情
報
伝
達
ー
遊
説
、
国
策
と
文
書
」
（
『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』

愛
媛
大
学
、
二

0
0
二
）
で
簡
単
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
李
零
『
簡

吊
古
書
与
学
術
源
流
』
（
生
活
•
読
書
•
新
知
三
聯
書
店
、
二
0
0
四
）

第
八
講
「
簡
吊
古
書
導
読
二
？
史
書
類
」
で
は
、
戦
国
楚
簡
の
書
籍

を
分
類
し
て
い
る
。
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